
歴
史
史
料
が
最
初
に
そ
の
実
在
を
確
認
し
て
い
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
支
配
者
ミ
ュ
シ
コ
一
世
 
M
叫
e
s
N
k
O
 
l
 
に
つ
い
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
 
 

古
の
年
代
記
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
G
已
、
叫
ゝ
琶
苫
七
乱
C
ぎ
冨
訂
冨
 
は
次
の
よ
う
な
記
述
を
残
し
て
い
る
。
 
 

ミ
ュ
シ
コ
一
世
に
つ
い
て
 
 

ー
 
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
か
ら
『
マ
ギ
ス
テ
ル
・
 
 

ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
』
 
ヘ
 
ー
 
 

第
一
茸
 
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
に
お
け
る
ミ
ェ
シ
コ
像
 
 

第
〓
卑
 
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
に
お
け
る
ミ
ニ
シ
コ
像
 
 

第
二
苺
 
『
マ
ギ
ス
チ
ル
・
ゲ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
』
に
お
け
る
ミ
ュ
シ
コ
像
 
 

荒
 
 
木
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二
 
 
 

用
 
 
 

「
と
こ
ろ
で
、
こ
の
セ
ミ
ミ
ス
ル
は
、
…
心
い
起
す
に
付
す
る
偉
人
な
メ
ス
「
を
描
け
た
。
以
前
は
別
の
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
た
メ
ス
 
 

（
1
）
 
コ
は
牲
ま
れ
て
か
ら
七
才
に
な
る
ま
で
市
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
七
同
H
の
誕
咋
〓
が
め
ぐ
っ
て
塞
た
時
、
こ
の
少
咋
の
翌
朝
は
、
 
 

（
2
）
 
 

習
通
の
m
習
に
従
っ
て
、
高
官
や
諸
扶
を
呼
び
集
め
、
盛
大
な
易
余
と
儀
式
を
と
り
H
っ
た
。
し
か
し
視
座
の
最
申
に
お
い
て
も
盲
の
 
 

「
り
，
り
、
 
 

少
年
の
こ
と
を
思
っ
て
苦
悩
と
恥
辱
に
苛
ま
れ
、
胸
の
奥
か
ら
怖
か
に
た
め
息
を
つ
い
仁
。
他
の
人
々
は
、
冊
声
を
あ
げ
、
机
習
に
な
 
 

（
4
）
 
ら
っ
て
呈
を
た
た
い
て
拍
手
咽
雫
し
て
い
た
が
、
盲
の
少
時
に
視
力
が
も
ど
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
、
†
い
ぃ
パ
か
は
頂
点
 
 

に
達
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
父
親
ほ
そ
れ
を
告
げ
に
や
「
て
き
た
人
を
証
も
〓
じ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
つ
い
に
稚
拙
が
届
か
ら
斗
を
 
 

起
し
て
少
咋
の
と
こ
ろ
へ
ゎ
き
、
居
並
ぶ
す
べ
て
の
人
々
に
す
で
に
〓
の
拭
宍
る
少
隼
を
紹
介
し
た
。
そ
れ
に
止
っ
て
父
別
の
揺
れ
鋤
 
 

く
心
の
結
び
円
を
断
ち
切
っ
た
。
そ
し
て
少
圧
が
決
し
て
見
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
物
を
杜
分
け
、
亡
〓
〓
の
恥
辱
を
無
上
い
欲
車
吊
＝
に
 
 

（
5
）
 
 

変
え
た
時
、
居
並
ぶ
す
べ
て
の
人
々
の
い
高
‥
び
は
満
場
に
満
ち
溢
れ
た
。
そ
の
時
セ
、
ミ
、
＼
ス
ル
公
は
、
そ
の
場
に
い
た
者
の
申
の
長
老
 
と
 
 

分
別
者
に
、
少
丹
の
盲
と
糊
恨
が
何
か
の
ヰ
兆
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
熱
心
に
壷
ね
た
。
そ
れ
に
対
し
て
彼
ら
は
説
明
し
 
 

た
。
『
笥
は
、
ホ
ー
ラ
ン
ド
が
か
ご
し
盲
人
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
』
。
キ
し
て
芸
「
か
ら
後
は
メ
ス
コ
に
 
 

（
7
）
 
 

（
d
）
 
 

よ
っ
て
蒙
が
閃
か
れ
、
隣
州
わ
上
に
立
つ
こ
と
に
な
ろ
う
』
と
チ
リ
目
し
た
。
実
際
、
頬
柄
ほ
こ
い
ト
ナ
っ
に
な
〕
た
が
、
別
様
に
解
釈
す
 
 

（
9
）
 
 

（
8
）
 
 

る
こ
と
も
で
き
た
。
ま
さ
し
く
ホ
ー
⊥
フ
ン
ド
は
か
つ
て
は
肯
で
あ
っ
た
。
真
実
の
神
へ
の
宮
∴
小
拝
も
、
H
仰
の
教
え
も
知
ら
な
か
っ
た
。
 
 

し
か
し
開
眼
し
た
メ
ス
コ
に
よ
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
臼
身
も
蒙
が
閃
か
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
メ
ス
「
一
が
信
仰
を
受
け
入
れ
た
時
、
ポ
ー
 
 

ラ
ン
ド
の
民
も
異
教
の
死
か
ら
救
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
今
能
の
神
は
適
切
な
順
序
で
ま
ず
最
切
に
メ
ス
コ
に
内
の
視
 
 

力
を
収
り
戻
さ
せ
、
次
い
で
彼
に
霊
的
な
視
力
を
与
え
た
。
そ
れ
は
、
日
に
見
え
る
物
を
通
じ
て
口
に
見
え
な
い
物
を
知
る
こ
と
に
通
 
 
 

（
1
0
）
 
 

徹
し
、
物
を
知
る
こ
と
を
通
じ
て
造
り
主
の
全
能
を
仰
ぎ
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
ど
う
し
て
卓
の
輪
 
 

が
軍
を
追
い
越
し
て
い
く
の
か
。
セ
ミ
ミ
ス
ル
は
か
く
し
て
咋
老
い
て
こ
の
世
を
去
っ
た
」
。
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S
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○
〉
 
p
a
t
e
r
 
p
u
e
r
i
－
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こ
 
 

m
O
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S
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p
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岩
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N
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S
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b
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＜
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ヨ
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c
O
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ヨ
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．
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S
e
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－
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巴
 
 

p
r
O
d
i
g
i
i
 
p
e
r
 
c
a
e
c
i
t
a
t
e
m
 
e
t
1
日
u
m
i
n
a
t
i
O
コ
e
m
 
p
u
e
r
i
 
d
e
s
昏
－
a
t
亡
r
．
I
p
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i
諾
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霊
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C
a
e
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i
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a
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e
n
－
P
O
【
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i
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c
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p
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－
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C
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．
Q
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e
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川
 
『
匿
名
の
ガ
ル
咋
代
記
』
の
現
代
ポ
・
⊥
フ
ン
ド
語
訳
の
訳
者
で
も
あ
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
申
僅
雄
代
記
研
究
の
解
威
で
も
あ
る
M
 
 

・
プ
レ
ジ
ィ
ア
 
P
訂
z
i
a
 
は
、
こ
の
偲
所
せ
写
水
へ
イ
ル
ス
ペ
ル
ス
キ
版
 
k
O
皿
e
k
s
 
b
e
こ
s
b
e
r
s
已
 
に
依
拠
し
て
次
の
よ
う
に
 
 
 

訳
し
て
い
る
 
（
慧
甲
名
の
ガ
ル
咋
代
記
』
の
写
本
に
つ
い
て
は
拙
梢
「
ポ
ー
ラ
ン
ド
最
古
の
咋
代
記
－
－
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
 
 
 

に
つ
い
て
」
 
〔
岡
山
大
学
法
学
会
祁
誌
、
第
三
五
巻
二
男
、
昭
和
六
〇
咋
十
二
月
〕
嚢
隅
じ
。
㌔
u
i
 
p
r
i
m
u
s
 
n
O
ヨ
i
－
】
e
 
ノ
T
。
C
a
t
u
S
 
 
 

i
ご
0
」
】
 
「
こ
の
名
前
で
呼
ば
れ
た
最
初
の
人
」
。
そ
し
て
。
フ
レ
ジ
ィ
ア
は
こ
の
場
合
、
亡
p
r
i
m
u
s
u
｝
 
は
一
正
r
i
m
誘
 
M
e
s
c
h
㌔
 
 
 

「
ミ
ュ
シ
コ
一
冊
」
の
こ
と
を
指
し
、
こ
の
年
代
記
の
第
一
巻
第
十
七
草
に
㌍
均
す
る
 
㌔
e
c
已
n
d
亡
S
 
ソ
宕
s
c
F
O
】
u
 
「
ミ
ュ
シ
コ
 
 
 

二
世
」
 
（
ミ
ュ
シ
コ
一
世
の
孫
）
巻
念
頭
に
わ
い
た
記
述
で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
る
 
（
P
訂
z
i
む
ー
b
喜
已
S
 
訂
芦
 
G
已
〔
 
 
 

和
書
已
ぎ
 
官
～
h
訂
｝
 
i
ハ
ー
・
a
k
か
w
 
l
笥
m
▲
S
∴
守
⊥
ご
。
他
力
、
ザ
モ
イ
ス
キ
版
 
k
O
d
e
訂
 
z
a
n
岩
y
S
k
i
に
わ
い
て
は
、
三
l
O
u
－
 
 
 

「
あ
の
」
が
㌔
き
㌔
「
酬
の
」
と
記
き
れ
て
ぉ
り
、
こ
こ
か
ら
R
・
グ
ロ
デ
ッ
キ
G
r
O
d
e
c
k
i
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
学
者
は
 
 

富
i
ヨ
亡
S
；
「
最
初
の
」
を
 
ぜ
r
i
u
s
写
「
以
前
は
」
と
読
ん
で
 
（
こ
れ
は
古
害
休
学
の
見
地
か
ら
み
て
、
写
木
作
成
上
よ
く
見
ら
れ
 
 
 

る
写
し
誤
り
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
）
、
こ
の
節
所
を
次
の
よ
う
に
訳
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
以
前
、
別
の
名
前
で
 
 
 

呼
ば
れ
て
い
た
ミ
ュ
シ
コ
」
。
そ
れ
で
は
こ
の
「
別
の
名
舘
」
と
は
何
で
あ
る
の
か
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
年
代
記
研
究
の
巾
で
は
、
 
 
 

こ
れ
は
「
ダ
ゴ
ー
メ
」
．
占
a
伯
O
m
e
一
｝
 
と
い
う
名
前
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
一
〇
八
 
 
 

七
年
頃
、
枢
機
卿
デ
ウ
ス
デ
ー
デ
イ
ツ
ト
D
e
u
s
d
e
d
i
t
が
編
集
し
た
教
会
法
集
成
 
C
邑
寛
計
Q
 
C
聖
岩
至
芸
“
の
巾
の
、
九
九
〇
 
 
 

＊
 
こ
の
咋
代
記
に
関
す
る
注
釈
書
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
を
用
い
た
。
な
お
、
メ
ス
コ
は
ミ
ェ
シ
コ
の
ラ
テ
ン
読
み
で
あ
る
。
 
 
 

巾
R
・
グ
ロ
デ
ッ
キ
、
『
断
名
の
ガ
ル
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
咋
代
記
』
 
R
．
G
r
。
計
c
k
r
ム
喜
已
選
芯
芦
C
已
㌣
巧
⊇
ヾ
㌫
訂
㌢
、
諷
q
－
只
r
a
k
ひ
w
－
諾
い
．
 
 
 

㊥
K
・
マ
レ
テ
ン
ス
キ
、
『
匿
名
の
ガ
ル
咋
代
記
、
す
な
わ
ち
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
‡
謂
公
の
歴
史
』
声
M
a
】
岩
Z
y
訝
k
i
－
b
ミ
3
首
～
訂
芦
C
ミ
＼
，
 
 
 

き
、
Q
3
蒜
q
 
c
N
㌧
■
、
叫
計
叫
ミ
屯
訝
意
仲
忠
町
ミ
邑
c
卦
e
㌢
、
旨
叫
c
ぎ
苧
a
k
か
w
 
｝
冨
ド
 
 
 

⑨
M
・
プ
レ
ジ
ィ
ア
、
『
郎
名
の
、
ガ
ル
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
咋
代
㍊
』
芦
 
P
ざ
註
r
 
b
宍
重
富
：
ド
芦
（
訂
さ
し
ぎ
宮
を
訂
．
曾
泳
ぎ
㌣
 
r
a
k
ひ
w
－
笥
㌣
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～
九
九
二
年
ご
ろ
苦
か
れ
た
一
文
書
に
窯
場
す
る
「
ダ
ゴ
ー
メ
」
と
い
う
名
を
指
す
も
揖
と
‡
脹
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
教
会
法
集
 
 

成
第
三
巻
一
九
七
葦
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
が
存
在
し
て
い
る
。
 
 
 

「
他
の
巻
と
同
様
に
、
我
々
は
法
王
ヨ
ハ
ネ
十
五
他
の
時
代
の
次
の
よ
う
な
文
草
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
裁
人
 
 

ダ
ゴ
メ
と
そ
の
妻
オ
テ
、
そ
の
息
子
、
＼
．
ン
カ
と
ラ
ン
ベ
ル
ト
エ
ス
は
m
完
ト
ロ
に
ス
ヒ
ネ
ス
ネ
と
呼
ば
れ
る
一
つ
の
都
全
体
と
 
 

そ
の
同
境
わ
中
に
屈
す
る
す
べ
て
の
物
を
蘭
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
は
じ
め
の
国
境
は
良
い
淘
（
岸
）
 
に
沿
っ
て
プ
ル
ス
 
 

（
プ
ル
シ
ア
）
 
の
国
境
か
ら
、
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
そ
し
て
ル
ス
の
国
境
か
ら
ク
ラ
コ
フ
に
ま
で
遷
す
る
。
こ
の
ク
 
 

ラ
コ
フ
か
ら
オ
ド
ラ
川
に
沿
っ
て
ア
レ
ム
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
場
所
に
ま
っ
す
ぐ
述
す
る
。
こ
の
ア
レ
ム
・
I
ル
か
ら
ミ
ル
ス
コ
の
地
 
 

に
到
り
、
こ
の
ミ
ル
ス
コ
の
地
か
ら
ま
っ
す
ぐ
オ
ド
ラ
川
に
達
し
、
オ
ド
ラ
川
に
沿
っ
て
今
言
及
し
た
部
ス
ヒ
ネ
ス
ネ
に
到
る
」
。
 
 

－
ト
I
t
e
m
 
i
n
 
a
－
i
O
 
t
O
m
O
 
S
u
b
 
J
O
訂
コ
n
e
 
H
く
 
竃
竃
 
D
a
g
O
－
ゴ
巾
 
i
u
d
e
〆
e
t
 
O
t
e
 
s
e
ロ
a
t
r
i
只
e
 
f
己
i
 
e
O
r
u
l
ご
 
才
芸
i
c
a
 
e
t
 
 

L
a
m
b
e
r
t
u
s
－
e
g
t
l
n
｛
u
r
 
b
e
a
t
O
 
P
e
t
r
O
 
C
O
芝
ユ
i
∽
S
e
 
u
n
a
m
 
C
i
ユ
t
a
｛
つ
m
 
i
n
 
i
n
｛
e
笥
O
 
q
u
e
 
づ
O
C
巴
u
r
 
S
c
E
g
n
e
s
n
e
 
c
u
m
 
 

O
m
已
b
u
s
 
s
u
i
s
 
嵩
「
t
i
コ
e
n
t
i
i
s
 
i
n
f
r
a
 
F
C
S
 
a
f
f
i
n
e
s
 
s
i
c
ま
i
 
i
n
c
i
p
i
t
 
a
 
p
r
i
m
O
－
a
t
e
r
e
－
O
n
明
仁
m
 
m
a
r
e
 
巾
i
n
e
 
P
r
u
N
N
e
 
 

u
s
q
u
e
 
i
n
－
O
C
u
m
 
q
u
i
 
d
i
c
i
t
u
r
 
R
u
s
s
e
 
e
t
 
f
i
n
e
 
R
u
s
s
e
 
e
已
e
n
d
e
n
t
e
 
u
s
q
已
e
 
i
n
 
C
r
a
c
c
O
a
 
e
t
 
a
b
 
i
p
s
a
 
C
r
a
c
c
O
a
 
 

u
s
q
u
e
 
a
d
 
f
言
m
e
n
 
O
d
d
e
r
e
 
r
e
c
t
e
 
i
n
－
C
昌
m
 
q
已
i
 
d
i
c
i
t
u
r
 
A
－
n
m
u
r
e
 
e
t
 
a
b
 
i
p
s
a
 
A
－
e
m
l
l
r
a
 
u
S
q
u
e
 
i
n
 
t
e
r
r
a
m
 
 

？
－
ェ
z
e
 
e
t
 
a
鴫
i
n
e
 
M
〓
語
r
e
C
t
e
 
F
t
r
a
 
O
d
d
e
r
a
 
e
｛
e
首
n
d
e
 
d
u
c
e
コ
t
e
 
i
u
温
a
 
f
ど
m
e
n
 
O
d
計
｝
・
a
 
u
s
q
已
e
 
i
n
 
p
r
e
d
i
c
t
a
m
 
 

c
i
く
i
t
a
t
e
l
n
 
S
c
E
g
n
e
s
n
e
．
。
｝
（
B
－
・
）
軋
d
 
K
賢
b
i
s
∴
d
a
誓
ヨ
e
 
i
u
d
e
舛
・
－
S
t
u
d
i
u
m
 
雷
）
l
き
c
z
莞
↓
∵
七
鳶
ぶ
蒜
叫
 
音
数
ざ
Q
 
 

富
家
言
写
t
・
－
・
－
芸
N
．
s
．
U
芦
）
 
 
 

こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
オ
テ
は
オ
ダ
O
d
a
と
い
う
名
で
ミ
エ
シ
コ
の
先
妻
ド
ン
ブ
ル
フ
カ
 
D
各
r
ひ
宅
k
a
 
の
没
後
の
妻
と
 
 

、
・
‥
 
．
・
・
＼
、
・
∵
‥
．
．
「
：
∵
ご
∵
∵
一
∵
㌧
一
、
≡
い
－
、
、
｝
 
∵
㌻
こ
∴
、
・
て
：
÷
、
、
、
㌧
、
′
．
て
∵
、
こ
 
コ
．
㌧
ニ
、
ご
ご
・
、
、
．
∵
 
 

（
P
O
Z
n
a
訃
－
冨
㍍
）
 
の
第
四
巻
で
言
及
さ
れ
て
い
る
人
物
で
あ
る
 
（
オ
ダ
に
つ
い
て
は
き
ら
に
 
〇
・
謬
】
N
e
r
｝
 
G
箋
昌
㌻
g
叫
Q
 
 

左
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ノ  
L
、
 
 

b
叫
巳
叫
旨
）
一
l
ハ
r
a
富
w
 
｝
0
0
誤
参
照
の
こ
と
）
。
ま
た
ス
ヒ
ネ
ス
ネ
 
S
c
l
忌
諾
S
完
 
と
い
う
町
は
、
ヴ
ィ
エ
ル
コ
・
ポ
ル
ス
カ
の
 
 
 

ダ
ニ
ニ
ズ
ノ
 
G
n
i
e
昌
○
、
あ
る
い
は
バ
ル
ト
粘
の
オ
ド
ラ
川
河
口
に
位
置
し
て
い
る
シ
テ
ェ
ナ
ン
 
S
N
C
Z
e
C
i
ロ
を
指
す
も
の
と
 
 
 

言
わ
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
こ
の
文
＃
が
示
し
て
い
る
国
家
の
領
城
は
ミ
ュ
シ
コ
の
支
配
す
る
版
図
と
損
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

従
っ
て
こ
こ
か
ら
「
ダ
ゴ
ー
メ
」
は
ミ
エ
ン
コ
一
世
に
仙
な
ら
な
い
と
す
る
説
が
立
て
ら
れ
て
き
た
。
 
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「
ダ
ゴ
ー
メ
」
と
い
う
名
前
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
も
色
々
の
説
が
主
張
き
れ
て
い
る
。
「
ダ
ゴ
ー
 
 
 

メ
」
票
ロ
a
g
O
m
e
一
↓
 
は
も
と
も
と
ド
イ
ツ
語
の
「
ブ
ー
ケ
ン
」
 
卜
占
e
g
e
n
岩
が
書
き
い
っ
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
刀
を
意
味
す
 
 
 

る
ポ
1
⊥
フ
ン
ド
語
 
「
ミ
ュ
ナ
」
．
一
致
e
c
N
。
い
ド
イ
ツ
㍍
訳
で
あ
る
と
し
、
「
ダ
ゴ
ー
メ
」
は
す
な
わ
ち
「
ミ
ュ
チ
ス
ワ
フ
」
 
 

．
■
岩
i
e
c
N
苫
㌻
宅
J
。
の
ド
イ
ツ
語
へ
の
翻
訳
に
す
ぎ
な
い
、
と
い
う
説
が
立
て
ら
ゎ
た
 
（
ソ
－
a
c
i
e
j
O
雪
S
k
i
L
）
－
・
Z
e
註
z
i
e
c
k
i
）
。
モ
 
 
 

れ
に
対
し
て
、
ピ
ア
ス
ト
朝
研
究
の
古
山
ハ
と
、
ら
い
う
べ
き
『
ピ
ア
ス
ト
朝
山
系
図
』
 
C
箋
罠
㌻
g
町
屯
3
已
叫
旨
、
を
書
い
た
0
・
 
 
 

パ
ル
ゼ
ル
は
、
こ
の
烏
＝
の
小
で
、
「
デ
ー
ゲ
ン
」
。
U
e
g
e
n
。
】
 
と
い
う
の
は
占
ド
イ
ツ
語
で
は
、
刀
で
は
な
く
英
雄
を
意
味
す
る
 
 
 

語
で
あ
り
、
「
ダ
ゴ
ー
メ
」
 
已
D
a
g
O
－
記
ヱ
 
は
．
議
g
O
ン
蒜
s
c
O
＝
「
私
、
メ
ス
コ
」
の
書
き
ぢ
し
上
の
誤
り
で
ふ
∵
リ
、
「
ダ
ゴ
ー
メ
」
 
 
 

は
従
二
し
名
相
で
は
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
今
日
で
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
中
世
史
の
多
く
の
研
究
家
は
、
「
ダ
ゴ
ー
メ
」
 
 
 

は
ス
ラ
ブ
風
の
名
前
ミ
ェ
シ
コ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
の
名
で
あ
る
と
し
て
い
る
 
（
R
．
G
r
O
d
e
c
k
i
‥
旨
宣
旨
こ
遥
ン
㌘
≒
 
 
 

唇
⊇
｝
㌫
訂
官
訂
訂
－
只
r
a
k
ぎ
二
岩
U
↓
S
∴
？
B
．
｝
ハ
賢
b
i
s
．
h
h
旬
■
t
－
－
s
・
㌍
こ
。
 
 

倒
 
′
ホ
ー
ラ
ン
ド
中
世
の
経
済
史
に
つ
い
て
も
諜
損
の
あ
る
R
・
グ
ロ
デ
ッ
キ
は
、
こ
の
高
官
 
c
O
m
e
S
、
諸
侯
 
雪
ご
岩
i
p
e
s
 
に
 
 
 

次
の
よ
う
な
注
を
ほ
ど
こ
し
て
い
る
。
「
こ
の
言
班
（
c
O
ヨ
e
S
）
を
で
き
る
か
ぎ
り
・
厳
密
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
移
し
入
れ
よ
う
と
し
 
 
 

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
日
に
い
た
っ
て
も
こ
の
古
巣
は
い
ま
だ
学
問
桝
究
の
小
に
に
置
さ
れ
て
い
な
い
。
年
代
記
の
作
者
 
 
 

は
こ
の
言
葉
を
、
こ
の
勘
所
に
お
け
る
よ
う
に
一
般
的
な
急
転
に
絞
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
時
々
砦
ま
た
は
州
の
代
官
と
い
う
意
 
 
 

味
に
も
使
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
凌
の
カ
シ
テ
ラ
ン
 
k
a
s
N
t
e
訂
ロ
（
城
代
）
 
の
地
位
と
性
格
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
プ
リ
ン
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ケ
プ
ス
 
p
r
i
n
c
e
p
s
（
諸
侯
）
、
ド
ユ
ー
ク
ス
d
宗
（
公
）
 
と
い
う
名
の
中
に
は
、
お
そ
ら
く
か
つ
て
の
千
僧
氏
族
や
部
顆
の
諸
侯
 
 
 

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
ほ
ピ
ア
ス
ト
朝
に
お
い
て
も
、
か
つ
て
の
権
力
は
す
で
に
喪
失
し
て
い
た
 
 
 

け
れ
ど
も
、
な
お
名
誉
あ
る
地
侵
を
保
持
し
て
い
た
」
 
（
G
r
O
d
e
c
k
i
－
O
p
．
C
i
t
・
S
・
ヨ
）
。
 
 

川
 
こ
の
部
分
の
典
拠
と
し
て
、
マ
レ
テ
ン
ス
キ
は
、
オ
ゲ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
『
変
身
物
語
』
第
十
巻
四
〇
二
「
偶
の
明
底
か
ら
漕
鳥
を
 
 
 

つ
い
た
」
 
㌔
u
s
p
i
r
i
a
 
d
u
生
a
b
 
i
m
O
 
p
e
n
t
C
r
e
一
｝
 
（
○
ま
d
i
u
s
て
奉
き
蓋
薫
貰
己
畢
t
∴
岩
＼
写
㌣
‥
コ
岩
 
L
r
を
 
C
、
e
乳
へ
已
 
 
 

卜
叫
ざ
竜
一
ニ
〔
以
下
単
に
」
ど
監
と
記
す
〕
t
一
N
．
s
．
岩
）
、
ヴ
ュ
ル
ギ
リ
ウ
ス
『
ア
ユ
ネ
イ
ス
』
第
六
巻
五
十
五
「
祈
り
は
裁
が
 
 
 

王
の
胸
の
威
か
ら
近
る
」
 
（
く
e
r
g
1
日
u
s
）
』
昌
乳
斗
t
．
く
Ⅰ
．
ひ
u
．
ト
罠
㌣
t
．
－
．
s
．
∽
岩
）
 
を
葦
げ
て
い
る
。
 
 

用
 
プ
レ
ジ
ィ
ア
は
、
こ
の
慣
習
に
つ
い
て
の
記
録
を
十
三
世
記
に
書
か
れ
た
『
聖
ス
タ
ニ
ス
ワ
フ
小
k
』
の
小
に
も
兄
い
出
し
て
 
 
 

い
る
。
「
今
日
ま
で
ス
ラ
ブ
人
の
宴
会
に
お
い
て
は
、
異
教
の
歌
を
歌
い
、
拍
手
喝
采
し
、
互
い
に
洒
を
つ
い
で
捕
飲
す
る
こ
と
 
 
 

が
行
わ
れ
て
い
た
」
。
．
ト
U
コ
d
e
 
i
n
 
c
O
n
u
i
u
i
i
s
 
S
l
a
ヨ
r
u
｝
】
－
a
d
h
宍
C
a
n
t
i
－
e
n
e
 
g
e
n
t
こ
i
u
m
も
【
a
仁
S
u
S
 
m
a
≡
u
n
一
ヨ
C
S
q
u
e
 
 
 

s
a
－
u
｛
a
n
c
i
u
m
 
s
e
r
u
a
n
t
u
r
 
u
s
q
u
e
 
i
n
 
d
i
e
m
 
h
O
d
i
e
r
n
仁
m
t
（
ヨ
訂
∽
∴
芽
室
く
乳
 
へ
富
さ
温
 
C
⊇
C
ミ
訂
ヒ
h
㌻
〔
ヨ
訂
 
 
 

竜
㌻
ミ
〕
恵
弓
句
二
．
心
．
s
．
和
い
∞
）
。
 
 

1
・
れ
え
 
描
 
こ
の
箇
所
の
典
拠
と
し
て
マ
レ
チ
ン
ス
キ
は
、
『
旧
約
m
詣
u
』
エ
ス
テ
ル
記
、
第
九
軒
二
十
二
郎
を
挙
げ
て
い
る
。
「
憂
愁
よ
 
 

・
よ
ろ
こ
び
 

か
た
し
み
上
き
ひ
 
 
 

り
喜
楽
に
は
か
り
悲
哀
よ
り
吉
日
に
か
は
り
た
れ
ば
」
 
（
『
旧
新
約
聖
無
這
 
［
小
形
引
照
つ
き
文
語
聖
出
＝
〕
、
九
一
拍
ペ
ー
ジ
）
 
 
 

㌔
t
－
仁
C
t
宏
a
｛
q
u
e
 
t
r
i
s
三
i
a
 
i
n
 
h
i
｝
a
r
i
t
a
t
e
m
 
g
a
已
i
亡
m
q
u
e
 
C
O
n
く
e
r
S
a
 
S
i
n
t
㌧
．
（
無
巴
叫
屯
h
莞
⊇
－
5
と
g
已
§
ざ
琶
吾
㌣
 
 

、
こ
ミ
こ
」
㌻
■
＼
・
ヽ
、
こ
・
こ
、
へ
㍉
∴
ミ
．
∵
′
＼
、
ミ
∴
■
．
・
こ
．
丁
∵
「
．
∴
・
．
1
よ
h
．
・
∴
こ
・
 
二
」
 
t
＼
．
 
∴
∵
、
 
 

り
れ
た
ル
ー
ニ
た
み
 
 

㈹
 
マ
レ
チ
ン
ス
キ
は
こ
の
箇
所
の
典
拠
と
し
て
、
『
旧
約
聖
書
』
列
王
妃
略
上
、
第
い
四
葦
七
郎
を
挙
げ
て
い
る
。
「
我
汝
を
民
 
 

う
ち
あ
わ
が
た
み
う
え
た
ん
じ
き
み
 
 
の
中
よ
り
挙
げ
我
民
イ
ス
ラ
エ
ル
の
上
に
汝
を
君
と
な
し
」
 
（
前
掲
苫
、
六
五
一
ペ
ー
ジ
）
。
㌔
欝
雷
ペ
ニ
e
 
d
e
 
m
e
d
i
O
 
p
O
p
u
－
i
 
 
 

e
t
 
d
e
d
二
e
 
d
u
c
e
n
l
 
S
壱
e
r
 
p
O
p
u
－
仁
m
 
m
e
亡
m
 
H
s
r
a
h
e
【
．
（
ヨ
已
唱
已
卓
t
・
－
s
・
念
・
告
。
 
 

七
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く 

な 

∽
 
マ
レ
チ
ン
ス
キ
は
こ
の
箇
所
の
典
拠
と
し
て
、
サ
ル
ス
テ
イ
ウ
ス
『
ユ
ダ
ル
タ
戦
記
』
鍔
八
十
五
章
二
十
三
翫
を
挙
げ
て
い
る
。
 
 
 

「
確
か
に
事
態
は
こ
の
よ
う
で
あ
っ
た
」
．
官
○
訂
旨
i
t
a
s
e
r
e
s
h
a
b
e
t
・
r
（
S
a
賢
s
t
】
b
S
毒
、
義
ミ
家
≡
ミ
戸
卜
Q
箪
s
・
 
 

∽
忘
）
。
 
 

川
 
マ
レ
チ
ン
ス
キ
は
こ
の
綺
所
の
典
拠
と
し
て
、
サ
ル
ス
テ
イ
ウ
ス
『
ユ
ダ
ル
タ
戦
記
』
第
七
重
二
郎
を
挙
げ
て
い
る
。
「
び
柄
 
 
 

は
予
燃
さ
れ
た
も
の
と
は
全
く
別
様
の
も
の
と
な
っ
た
」
。
．
－
e
a
 
r
e
s
）
…
g
e
 
a
ご
t
e
r
 
a
c
 
r
a
t
u
s
 
e
－
a
t
 
e
イ
e
n
i
t
㌧
（
S
a
ご
邑
－
 
 

、
ニ
ー
㌻
ミ
、
∵
こ
こ
、
㌧
、
＝
．
、
y
ミ
、
．
ニ
∵
．
■
▼
 
■
ト
．
 
 

㈱
 
マ
レ
チ
ン
ス
キ
は
こ
の
田
所
の
典
拠
と
し
て
、
『
ウ
ル
ガ
ー
タ
弛
裏
芸
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
旧
約
外
肌
ハ
』
ユ
デ
ッ
ト
書
の
新
 
 
 

車
草
十
九
郎
を
挙
げ
て
い
る
。
「
H
の
帥
へ
の
川
∴
小
拝
か
ら
述
ざ
か
っ
た
こ
と
を
後
悔
し
た
」
 
｛
一
p
a
e
邑
u
e
r
亡
已
 
s
e
 
J
．
e
C
e
S
S
i
s
s
e
 
 
 

a
 
c
u
－
t
u
r
a
 
D
e
i
 
s
u
T
－
（
て
ミ
g
已
や
t
．
r
l
 
s
・
悪
い
）
。
 
 

㈹
 
こ
の
箇
所
の
典
拠
と
し
て
マ
レ
テ
ン
ス
キ
は
、
「
新
約
聖
書
』
の
へ
ブ
ル
書
第
十
一
軍
二
郎
、
お
よ
び
ロ
マ
・
訳
‖
節
〓
空
一
十
椚
 
 

ぎ
十
 
 
 

も
の
頻
ら
H
 
 
 

を
挙
げ
て
い
る
。
ヘ
ブ
ル
習
第
十
二
聖
二
節
「
H
仰
に
よ
っ
て
…
…
見
ゆ
る
物
の
蹴
る
る
物
よ
り
成
ら
ぎ
る
を
悟
る
」
 
（
前
掲
無
＝
 
 

∴
↓
 
 
 

聖
ハ
一
ペ
ー
ジ
）
－
ト
f
i
d
e
i
n
t
e
〓
e
g
首
u
s
 
u
t
 
e
u
こ
雪
i
s
i
b
こ
i
b
l
】
S
エ
s
i
b
i
i
i
a
詳
r
e
ロ
t
㌧
。
［
二
∴
胃
管
一
群
二
十
仰
「
抑
の
見
る
べ
 
 

動
き
ら
九
 

は
l
、
め
さ
と
 

も
直
 

と
こ
し
へ
も
か
ら
㌧
J
山
叶
′
、
 

か
ら
ざ
る
永
遠
の
能
力
と
神
性
と
は
造
ら
れ
た
る
物
に
よ
り
世
の
創
よ
り
折
り
え
て
明
か
に
見
ろ
べ
け
れ
ば
」
 
（
前
掲
習
三
〇
三
 
 
 

ペ
ー
ジ
）
 
■
J
m
鼓
i
b
ご
㌻
 
e
コ
i
m
 
i
p
s
i
u
U
l
 
a
 
C
r
e
a
t
u
r
a
 
m
仁
n
已
 
p
e
r
2
a
 
q
u
a
2
 
f
a
c
t
a
 
s
u
n
t
 
i
n
t
e
H
e
c
t
a
 
n
。
n
S
p
i
c
i
u
n
t
u
r
 
 
 

s
e
m
呈
e
r
n
a
 
q
u
O
q
仁
e
 
e
i
宏
ま
r
t
u
s
 
e
t
 
d
i
く
i
ロ
i
t
a
s
・
】
リ
（
S
、
、
g
已
タ
 
t
・
付
s
∴
謡
三
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
の
こ
の
箇
所
の
軒
別
は
本
市
全
体
の
理
解
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
が
、
 
 
 

そ
れ
は
同
時
に
『
新
約
別
表
H
』
の
ヘ
ブ
ル
書
、
ロ
マ
雷
の
マ
レ
チ
ン
ス
キ
が
指
摘
し
た
節
所
の
研
削
如
柚
に
関
わ
っ
て
い
る
。
し
 
 
 

か
し
な
が
ら
、
今
日
ま
で
、
こ
の
ロ
マ
書
籍
一
帯
一
九
～
二
〇
節
の
節
所
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
神
の
上
か
ら
S
由
示
に
ア
ク
セ
 
 
 

ン
ト
を
置
く
野
別
と
、
人
机
の
 
（
ひ
と
ま
ず
）
内
在
的
な
自
然
理
性
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
椙
く
解
釈
と
の
∴
方
向
に
ひ
き
裂
か
れ
て
 
 
 



ミェシコ…世について  

第
五
草
 
 

（
1
）
 
 

（
2
）
 
 
 

「
メ
ス
コ
は
、
公
の
根
に
描
い
て
か
ら
精
神
の
才
と
肉
体
の
力
を
期
し
は
じ
め
、
ま
・
す
ま
す
頻
繁
に
正
構
の
〓
々
な
賊
に
よ
っ
て
悩
 
 

ま
し
は
じ
め
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
、
描
ハ
数
の
誤
り
に
捉
え
・
わ
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
∵
〓
‖
い
侶
習
に
従
っ
 
 

て
七
人
の
妻
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
キ
リ
ス
ト
教
の
㍍
仰
に
大
変
熱
心
な
ボ
ヘ
ミ
ア
い
女
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ウ
カ
と
い
う
 
 

（
3
）
 
 

名
の
者
を
妻
に
求
め
た
。
し
か
し
彼
女
は
メ
ス
コ
が
こ
の
誤
っ
た
旧
習
を
捨
て
、
〓
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
し
」
な
る
こ
と
を
約
束
す
る
出
で
 
 

な
け
れ
ば
結
脈
を
断
る
と
述
べ
た
。
そ
し
て
メ
ス
コ
が
異
故
の
日
羽
‖
を
捨
て
、
キ
リ
ス
ト
教
の
碑
損
を
け
八
け
入
れ
る
こ
と
せ
大
い
に
推
 
 

、
1
し
 
 

奨
し
て
、
聖
俗
の
立
派
な
道
H
・
調
皮
〓
川
を
持
っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
な
か
ら
、
メ
ス
「
∴
か
し
だ
い
に
キ
リ
ス
ト
 
 

教
の
慣
習
と
教
会
の
侶
わ
に
従
っ
た
儀
斗
八
な
抽
州
心
に
吟
味
し
、
異
教
の
ぶ
り
を
拾
て
、
〓
ら
教
会
の
け
な
る
偶
の
申
に
人
「
て
い
く
ま
 
 

（
5
）
 
 

で
は
、
夫
婦
の
床
を
と
も
に
し
な
か
っ
た
。
」
 
 

．
ト
A
t
 
P
宕
s
c
〇
d
u
（
‥
a
t
仁
m
 
a
d
e
ヱ
u
s
一
i
n
g
e
n
叶
亡
ヨ
a
n
i
m
i
 
c
O
童
i
t
 
e
t
ユ
r
e
s
 
n
C
昌
O
r
i
s
 
e
莞
r
C
e
r
e
｝
 
a
C
 
n
a
ェ
O
n
e
S
 
ワ
e
r
 
C
i
r
c
u
i
t
u
ヨ
 
 

≡
 
 

（
ぺ
）
 
 

b
e
〓
O
 
S
a
e
℃
i
u
s
 
a
t
e
m
p
t
a
l
・
e
．
A
d
h
u
c
 
t
u
m
 
i
亡
t
a
n
t
O
鷲
n
t
≡
t
a
t
i
s
 
e
r
r
O
諾
i
亡
V
D
－
諾
b
a
t
亡
r
－
q
t
5
d
 
s
u
む
C
O
n
S
u
e
ど
d
i
n
e
 
s
e
p
t
e
ヨ
 
 
 

u
舛
○
ユ
J
亡
S
 
a
b
u
t
e
b
a
t
u
r
．
 
P
O
S
t
r
e
m
O
 
u
5
a
ヨ
 
C
J
r
i
s
t
i
a
n
i
s
s
i
ヨ
a
ヨ
d
e
 
B
O
J
e
m
i
a
 
O
u
b
r
O
u
C
a
－
n
 
n
O
m
i
n
e
 
仙
コ
 
m
a
t
r
i
ヨ
O
n
i
u
≡
 
 
 

r
e
q
u
i
s
i
一
く
i
t
．
A
t
≡
a
ロ
i
 
p
r
a
く
a
m
 
C
C
n
S
u
e
t
u
d
i
】
蒜
∃
 
i
ご
a
m
 
d
i
m
i
t
t
a
t
－
S
e
S
e
q
亡
e
叫
i
e
r
i
 
c
J
r
i
s
t
i
a
n
喜
ゴ
 
℃
3
H
）
－
i
t
t
a
t
Y
 
S
i
b
i
 
 

し
 
 

」
ノ
 
 
 

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
山
車
冊
な
鎚
緋
は
槌
め
て
因
純
な
と
こ
ろ
で
あ
る
（
U
・
ゾ
ィ
ル
ケ
ン
ス
の
『
ロ
ー
マ
人
へ
山
手
紙
』
 
 

［
E
K
K
新
約
聖
書
許
碑
、
一
九
八
四
年
〕
の
、
人
肌
に
お
け
る
∩
然
和
佐
の
内
在
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
置
く
主
張
と
、
E
・
ケ
ー
 
 

ゼ
ン
マ
ン
の
『
ロ
ー
マ
人
へ
の
手
紙
』
 
〔
一
九
八
〇
咋
〕
の
、
抑
の
噂
ホ
に
ア
ク
セ
ン
ト
を
罠
く
解
釈
の
対
立
を
参
桓
の
こ
と
）
。
 
 

本
稿
た
お
い
て
は
、
仮
説
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
「
上
か
ら
り
啓
示
」
の
組
で
ロ
マ
黒
を
理
解
し
、
『
置
〟
H
の
ガ
ル
l
「
代
l
i
己
 』
 
 

の
記
述
右
そ
の
方
向
で
解
釈
し
て
い
る
。
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○
 
 

こ
、
 
 

n
u
b
e
r
e
 
r
e
c
u
s
a
く
i
t
．
 
け
O
 
e
r
g
O
 
C
O
〓
a
u
d
a
n
t
e
〉
 
S
e
 
t
l
S
u
－
コ
 
i
≡
u
s
 
竹
a
g
a
n
i
s
m
i
 
d
i
m
i
s
s
u
r
u
m
 
e
t
 
帖
i
d
e
i
 
c
雷
i
s
什
i
a
ロ
a
e
 
 
 

S
a
C
r
a
∋
e
n
t
a
 
S
u
S
C
e
p
t
u
r
u
m
〉
 
≡
a
 
d
O
n
l
i
ロ
a
 
C
u
－
已
l
】
）
a
g
n
O
 
S
e
C
u
【
a
r
訂
e
｛
e
c
c
－
e
s
i
a
s
t
i
c
a
e
 
r
e
〓
g
i
O
ロ
i
s
 
a
p
p
a
r
a
t
亡
 
旬
0
1
C
コ
i
a
m
 
 

i
n
t
r
C
i
v
i
t
、
n
e
C
d
u
m
 
t
a
m
e
ロ
t
b
O
r
C
 
S
e
S
e
ヨ
a
ユ
t
a
ご
f
O
e
d
e
r
a
ま
【
〉
 
d
O
n
e
C
 
i
〓
e
 
p
岩
l
a
t
i
m
 
n
ロ
コ
S
u
e
t
u
d
i
コ
e
m
 
C
首
i
s
t
i
a
コ
i
t
a
t
i
s
 
 

（
e
 
 

e
｛
r
e
〓
g
i
O
n
e
m
 
e
C
C
－
空
i
a
s
t
i
c
i
 
D
r
d
i
已
s
 
d
i
ご
g
e
n
t
e
r
 
c
O
n
t
e
m
p
－
臼
コ
∽
〉
 
e
コ
d
r
i
 
g
e
已
i
〓
u
コ
ー
a
b
n
e
g
a
ま
t
 
s
e
q
u
e
 
g
r
e
m
訂
m
a
t
r
i
s
 
 

e
c
c
－
e
s
i
a
e
 
c
呂
已
ノ
き
㌧
－
（
b
へ
G
転
句
仇
こ
．
P
 
w
鼠
．
R
．
K
O
e
P
k
e
u
 
s
一
た
ヱ
 
 

（
豊
 
 

川
 
ミ
ュ
シ
コ
一
世
が
い
つ
頃
公
 
d
u
H
 
と
し
て
の
柾
力
布
の
地
位
に
つ
い
た
か
は
ま
だ
確
定
き
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
 
 

当
時
の
ド
イ
ツ
錮
の
資
料
、
ゲ
ィ
ド
キ
ン
ド
の
『
ザ
ク
セ
ン
部
族
史
』
無
恥
h
鷲
已
莞
功
ミ
旨
訂
莞
は
、
九
六
三
拝
に
ド
イ
ツ
の
 
 

辺
墳
侶
ゲ
ロ
が
ス
ラ
ブ
人
の
公
ミ
ュ
シ
コ
を
二
度
討
ち
破
っ
た
と
す
る
記
事
を
残
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、
ミ
ェ
シ
コ
 
 

の
権
力
掌
握
の
時
期
を
九
六
三
拝
以
前
、
ほ
ぼ
九
六
〇
年
前
後
と
考
え
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
グ
ロ
デ
ッ
キ
、
プ
レ
ジ
ィ
ア
も
こ
 
 

の
見
地
に
立
っ
て
い
る
。
今
、
ゲ
ィ
ド
キ
ン
ド
の
費
料
を
挙
げ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
 
 

「
ゲ
ロ
伯
は
彼
ら
 
（
西
ス
ラ
ブ
振
の
一
集
団
）
 
に
喜
ん
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
遠
方
に
伴
む
野
蛮
人
違
を
し
ば
し
ば
討
ち
倒
し
、
 
 

リ
チ
カ
ケ
ィ
キ
と
呼
ば
れ
る
ス
ラ
ブ
人
を
支
配
し
て
い
た
王
ミ
ェ
シ
コ
を
二
度
討
ち
破
り
、
彼
の
兄
弗
を
殺
し
、
多
く
の
戦
利
品
 
 

を
埋
指
し
た
」
。
．
－
G
e
r
O
 
i
g
i
t
u
r
 
c
O
ヨ
e
S
…
・
A
b
 
e
i
s
宇
e
n
｛
e
r
 
s
u
s
c
e
p
t
u
s
－
昌
乳
u
s
 
d
2
駕
コ
t
e
S
 
r
a
r
訂
r
C
S
 
C
完
r
r
i
s
 
p
r
e
〓
i
s
 
 
 

c
O
コ
｛
r
i
く
；
 
竜
～
h
莞
§
鵬
 
言
鷲
芸
u
 
c
u
i
仁
S
 
p
O
t
e
S
t
a
t
i
s
 
e
r
a
n
t
 
S
c
訂
ま
 
q
u
i
 
d
i
c
u
已
u
r
 
L
i
c
i
c
a
ノ
「
i
k
i
）
 
d
u
a
訂
s
 
ノ
ふ
c
i
b
u
s
 
 
 

s
u
p
e
r
a
ま
t
 
f
r
a
t
r
e
m
q
仁
e
 
i
p
s
i
u
s
 
i
n
t
e
r
f
e
c
i
｛
、
p
r
e
d
a
m
 
m
a
g
n
a
m
 
a
b
 
e
O
 
e
已
O
r
S
i
｛
．
－
二
軍
叫
計
誉
已
～
 
言
ゎ
 
g
屯
乳
莞
 
 
 

少
巴
G
ミ
ざ
完
】
早
二
芸
一
転
旬
毎
こ
∴
．
s
・
E
O
）
。
な
お
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
リ
チ
カ
ゲ
ィ
キ
族
と
は
、
現
在
の
研
究
に
お
い
 
 

て
は
、
ヴ
7
ル
タ
川
、
ゲ
ィ
ス
ワ
川
、
ビ
リ
ツ
ァ
川
に
囲
ま
れ
た
ウ
ェ
ン
チ
ッ
ツ
ァ
地
方
山
ぶ
c
z
y
c
a
に
住
ん
で
い
た
部
族
で
あ
 
 

り
、
広
く
ゲ
ィ
エ
ル
コ
・
ポ
ル
ス
カ
地
方
の
一
部
族
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
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倒
 
マ
レ
テ
ン
ス
キ
は
こ
の
箇
所
の
典
拠
と
し
て
、
サ
ル
ス
テ
イ
ウ
ス
 
『
ユ
ダ
ル
タ
戦
記
』
第
二
十
八
草
二
節
、
同
『
カ
テ
ィ
リ
ナ
 
 
 

陰
謀
事
件
に
つ
い
て
』
第
二
章
一
節
、
籍
八
草
五
節
を
挙
げ
て
い
る
。
「
我
々
の
執
政
官
に
は
多
く
の
す
ぐ
れ
た
精
神
的
、
肉
体
 
 
 

的
特
質
が
あ
っ
た
」
（
『
ユ
ダ
ル
タ
戦
記
』
）
－
エ
ロ
C
O
琵
u
－
e
コ
C
S
t
r
O
ヨ
u
l
t
a
e
 
b
呂
a
e
q
u
e
 
a
r
t
e
S
 
a
n
i
m
i
 
e
t
 
c
O
r
p
O
r
訂
e
r
a
n
t
・
 
 
 

｝
〉
（
S
a
〓
u
s
t
－
穿
き
芸
こ
倉
盲
、
送
致
芸
壷
√
ト
莞
争
s
こ
琵
）
、
「
王
達
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
、
あ
る
者
は
精
神
を
鍛
え
、
他
の
者
 
 
 

は
肉
体
を
鍛
え
た
」
（
『
カ
テ
ィ
リ
ナ
陰
謀
事
件
に
つ
い
て
』
）
．
イ
e
g
e
s
ゝ
冨
O
r
S
i
 
p
a
r
s
 
i
n
駕
n
i
u
m
も
ー
i
i
 
c
C
r
p
u
S
 
e
諾
r
C
e
b
a
コ
｛
．
 
 

－
V
（
S
a
〓
u
s
t
－
b
已
、
琶
ま
 
C
諷
S
g
さ
 
L
ど
冬
 
s
こ
）
、
「
被
ら
の
精
神
は
肉
体
か
ら
離
れ
て
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
」
 
（
前
拇
 
 
 

書
）
．
J
ロ
g
e
n
i
ロ
m
 
ロ
e
m
O
 
S
i
n
e
 
c
O
r
p
O
r
e
 
e
莞
r
C
e
b
a
L
U
｝
 
（
O
p
．
C
i
t
．
－
S
一
芸
）
。
 
 

糾
 
ミ
ュ
シ
コ
の
妻
と
な
っ
た
ド
ゥ
ブ
ロ
ウ
カ
 
D
u
b
r
O
亡
C
a
＝
ド
ン
ブ
ル
フ
カ
 
ロ
昔
r
ひ
w
k
a
 
に
つ
い
て
も
今
日
ま
で
詳
し
い
こ
と
 
 
 

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
チ
ェ
コ
公
ボ
レ
ス
ワ
フ
一
世
の
娘
で
あ
り
、
九
六
五
年
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
入
っ
て
ミ
ュ
 
 
 

シ
コ
の
安
と
な
り
、
ミ
ニ
シ
コ
と
の
㈹
に
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ロ
ブ
リ
 
ロ
○
叫
究
｝
a
w
 
n
h
r
O
ざ
）
1
 
の
他
に
二
人
の
娘
（
ア
デ
ラ
イ
ダ
 
 
 

A
d
e
互
d
a
、
シ
フ
ィ
エ
ン
ト
ス
ウ
ァ
ヴ
ア
 
ー
 
シ
グ
リ
ー
ダ
 
抽
w
i
巾
t
O
S
訂
記
－
S
完
r
i
d
a
）
を
儲
け
、
九
七
七
特
に
没
し
た
、
と
 
 
 

さ
れ
て
い
る
 
（
〇
．
B
a
－
z
e
r
－
G
芸
昌
、
叢
叫
Q
 
3
已
叫
筈
こ
．
N
N
）
。
 
 

剛
 
マ
レ
テ
ン
ス
キ
は
こ
の
箇
所
の
興
拠
と
し
て
、
ヴ
ィ
ポ
ゴ
p
O
の
『
コ
ン
ラ
ッ
ド
一
世
の
功
損
』
を
挙
げ
て
い
る
。
「
す
べ
て
 
 
 

の
教
会
用
の
道
具
を
持
っ
て
」
．
ト
c
u
ヨ
O
m
n
i
 
e
c
c
】
e
s
i
a
s
t
i
c
O
 
a
p
p
a
r
a
t
u
．
．
】
（
ゴ
p
O
〉
G
票
訂
C
茎
宅
屯
恕
こ
。
こ
の
部
分
杏
プ
 
 
 

レ
ジ
ィ
ア
ほ
「
聖
俗
の
立
派
な
御
供
を
通
れ
て
」
と
訳
し
て
い
る
。
 
 

糊
 
マ
レ
テ
ン
ス
キ
は
、
こ
の
結
婚
と
洗
礼
と
の
咽
序
に
つ
い
て
咋
代
記
の
作
者
は
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
他
の
資
 
 
 

料
に
お
い
て
は
、
ミ
エ
シ
コ
と
ド
ン
ブ
ル
フ
カ
と
の
結
婚
は
九
六
五
咋
、
ミ
ュ
ン
コ
の
洗
礼
は
九
六
六
年
に
と
り
行
わ
れ
た
と
な
 
 
 

っ
て
い
る
 
（
↓
富
e
t
ヨ
a
r
こ
く
一
）
。
『
ク
ラ
コ
フ
参
事
会
年
報
』
の
記
述
も
そ
れ
を
確
認
し
て
い
る
。
遥
の
㌢
ロ
u
b
r
O
u
訂
a
d
 
M
e
s
・
 
 
 

k
O
n
e
m
諾
n
i
t
．
宗
P
 
M
e
s
k
C
 
d
u
H
 
P
O
－
○
ロ
i
e
 
b
a
p
t
i
z
a
t
u
r
㌧
 
（
云
や
中
二
．
N
．
s
．
諾
M
）
。
 
 

山
一
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【
二
 
 

『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
第
一
巻
四
黄
に
記
さ
れ
て
い
る
メ
ス
コ
 
ワ
訂
s
c
】
さ
 
こ
そ
、
歴
史
文
献
の
ゅ
で
確
か
め
う
る
最
初
の
ポ
ー
ラ
 
 

ン
ド
の
支
配
者
ミ
ュ
シ
コ
 
三
i
e
s
z
k
O
 
で
あ
る
。
ピ
ア
ス
ト
胡
の
建
設
省
ピ
ア
ス
ト
か
ら
教
え
て
四
代
、
ピ
ア
ス
ト
P
i
a
s
t
 
l
シ
エ
モ
 
 

S
i
e
ヨ
○
ま
t
 
l
レ
シ
ュ
ク
 
｝
し
e
s
z
e
k
 
l
シ
ュ
モ
ミ
ス
ル
 
S
訂
m
〇
m
）
藍
 
は
い
ま
だ
伝
説
上
の
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
シ
ュ
 
 

ゲ
ィ
ッ
ト
 
 

モ
ミ
ス
ル
の
子
ミ
ェ
シ
コ
か
ら
は
胚
史
上
の
存
在
が
確
認
き
オ
l
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
個
の
歴
史
学
L
の
対
象
と
し
て
研
究
が
な
き
れ
て
 
 

き
た
。
 
 
 

も
ち
ろ
ん
そ
う
は
い
っ
て
も
、
今
巨
－
ま
で
残
さ
れ
て
い
る
胚
史
費
利
か
ら
、
ミ
J
ン
コ
に
つ
い
て
、
ま
た
ミ
ェ
シ
コ
の
時
代
と
社
会
に
 
 

つ
い
て
具
体
的
な
橡
を
描
く
こ
と
は
非
常
に
国
難
な
事
柄
で
あ
る
。
ミ
ュ
ン
コ
に
つ
い
て
そ
れ
な
り
の
貝
休
橡
を
提
供
し
て
い
る
数
少
な
 
 

い
資
料
の
一
つ
、
十
帽
祝
中
慄
に
ス
ラ
ブ
の
諸
国
を
旅
目
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
の
ユ
ダ
ヤ
系
商
人
イ
プ
ラ
ム
・
イ
ブ
ン
・
ヤ
 
 

ク
ブ
 
I
b
】
毒
h
i
m
 
i
b
n
 
J
a
q
u
b
 
の
旅
わ
記
は
次
の
㌧
ふ
う
な
記
述
を
現
し
て
い
ろ
。
 
 

「
メ
ス
コ
の
国
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
、
れ
は
ス
ラ
ブ
族
の
川
の
申
で
最
も
広
い
咽
で
あ
る
。
こ
の
日
は
食
物
、
肉
、
蟹
、
耕
地
 
（
あ
 
 
 

服
、
武
器
、
必
要
な
も
の
す
べ
て
を
与
え
る
。
■
＝
‥
メ
ス
コ
の
桐
は
、
束
は
ル
ス
と
接
し
、
北
は
プ
ル
ス
と
囁
を
共
に
す
る
。
プ
ル
ス
 
 

る
い
は
魚
）
 
が
懸
か
で
あ
る
。
ノ
ス
コ
が
取
り
立
て
る
税
は
・
取
引
の
朴
 
（
分
銅
）
 
か
ら
拒
め
た
も
の
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
彼
 
 
 

の
家
臣
（
あ
る
い
は
努
兵
）
の
給
与
と
な
る
。
毎
月
そ
れ
ら
の
一
定
藁
が
被
ら
の
各
々
に
割
り
あ
て
ら
汗
る
。
メ
云
コ
は
（
部
隊
に
編
成
 
 
 

き
れ
た
）
 
三
千
人
の
甲
朋
兵
を
捕
っ
て
い
る
。
そ
の
百
人
隊
は
ほ
と
ん
ど
他
の
十
の
百
人
陀
の
h
へ
士
に
相
当
す
る
。
メ
ス
コ
は
絞
ら
に
 
 

＊
 
 
 

の
居
住
地
は
海
に
而
し
て
い
る
。
彼
ら
は
特
異
な
言
葉
を
持
ち
、
隣
国
の
言
柴
を
．
珊
ら
な
い
：
」
。
 
 

＊
 
イ
プ
ラ
ヒ
ム
・
イ
ブ
ン
・
ヤ
ク
ブ
の
旅
行
記
に
つ
い
て
は
、
椚
情
「
ポ
1
⊥
フ
ン
ド
最
古
の
年
代
記
」
を
参
照
の
こ
と
。
そ
の
ア
ラ
ビ
ア
語
の
写
 
 
 

本
テ
キ
ス
ト
は
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
歴
史
費
料
集
、
新
版
第
一
巻
正
．
迂
ざ
至
宝
§
ミ
Q
 
し
ご
ざ
…
訂
ね
h
禁
祖
ミ
え
扇
▼
 
＞
ざ
芸
【
 
ヒ
ヨ
ダ
ブ
・
－
∴
㌘
a
好
か
宅
 
 

－
慧
P
 
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
念
の
た
め
に
ラ
テ
ン
語
版
の
テ
キ
ス
ト
を
挙
げ
て
お
く
。
 
 

、
d
u
O
d
2
t
e
m
 
a
d
 
r
e
g
i
O
n
e
m
 
M
e
s
k
C
－
ュ
S
 
S
p
e
C
t
a
t
－
h
a
e
c
 
（
e
s
t
）
 
s
p
a
t
i
O
S
i
s
s
i
I
志
 
r
e
g
i
0
2
m
 
e
O
r
亡
芦
H
a
e
c
 
a
b
u
n
d
a
t
 
n
u
t
r
i
m
e
n
t
i
s
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こ
の
㌍
料
に
上
る
と
、
ミ
ェ
シ
コ
は
す
で
に
ス
ラ
ブ
振
の
中
の
＝
板
有
力
な
君
主
と
し
て
登
場
し
、
一
二
千
人
に
お
よ
ぶ
直
属
の
印
隊
を
持
 
 

つ
一
冊
の
ヤ
制
京
王
と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
強
大
な
軍
隊
を
壷
う
財
源
を
交
易
に
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
確
か
に
ミ
エ
ン
 
 

コ
は
、
オ
ド
ラ
川
河
口
 
（
今
日
の
シ
チ
ュ
ナ
ン
）
 
に
通
ず
る
絹
業
蹄
の
確
保
の
に
め
、
ル
ブ
シ
地
方
、
西
ホ
モ
ー
ジ
ェ
地
方
の
支
配
を
め
 
 

ぐ
っ
て
勺
地
の
西
ス
ラ
ブ
族
 
（
ヴ
ォ
リ
ニ
ア
旗
、
ゲ
ィ
エ
レ
ッ
ツ
ィ
族
、
ポ
モ
ジ
ャ
二
振
）
 
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
の
諸
勢
力
と
和
戦
を
含
め
 
 

た
種
々
の
接
触
を
わ
っ
て
い
た
。
ド
イ
ツ
・
ザ
ク
セ
ン
粍
の
雁
史
を
記
し
た
ゾ
ィ
ド
キ
ン
ド
の
『
ザ
ク
セ
ン
史
』
が
、
九
六
三
拝
に
ゲ
ロ
 
 

伯
に
よ
っ
て
当
地
の
西
ス
ラ
ブ
先
の
ウ
ウ
ジ
ッ
ツ
ィ
扱
が
討
た
れ
、
ま
た
リ
ッ
カ
ヴ
ィ
ヰ
族
（
今
日
で
は
ウ
ェ
ン
チ
ッ
ソ
ァ
放
と
言
わ
れ
 
 

て
い
る
）
 
の
ス
ラ
ブ
人
の
モ
ミ
エ
、
ン
コ
も
ゲ
ロ
伯
に
上
っ
て
討
伐
き
れ
た
と
記
し
て
い
る
の
も
こ
う
し
た
草
情
毒
物
㍍
る
も
の
で
あ
る
 
 

（
本
論
文
申
の
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
第
五
草
に
付
け
た
注
1
を
参
昭
の
こ
と
）
。
こ
の
ヴ
f
ド
キ
ン
ド
の
費
料
、
ま
た
十
一
世
紀
初
 
 

頭
に
書
か
れ
た
で
ア
ィ
ト
マ
ー
ル
の
咋
代
記
L
の
小
か
ら
、
ミ
エ
ン
コ
に
つ
い
て
の
記
述
を
招
介
す
れ
ば
わ
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
る
で
あ
 
 

ろ
、
フ
。
 
 
 

ミ
ェ
シ
 
コ
は
バ
ル
ト
海
へ
の
勢
力
進
山
を
図
る
た
め
、
後
背
地
を
囲
め
る
貢
図
で
九
六
五
年
チ
ェ
コ
と
同
盟
ナ
ぜ
結
び
、
そ
の
力
を
借
り
 
 

て
オ
ド
ラ
川
河
口
の
ヴ
ォ
リ
ニ
ア
振
を
討
ち
、
ル
プ
シ
地
力
と
西
ホ
モ
…
ジ
ュ
地
方
を
征
醸
す
る
。
同
作
ナ
ノ
ェ
コ
の
挟
女
ド
ン
ブ
ル
フ
カ
 
 
 

山
四
 
 

e
L
 
c
a
r
n
c
 
e
t
 
m
巴
l
e
 
e
t
 
a
g
r
O
（
s
i
Y
e
 
p
i
s
c
e
）
．
T
r
i
b
u
t
a
 
a
b
 
e
C
 
2
H
a
C
t
P
 
e
 
p
O
n
d
e
r
i
b
u
s
 
ヨ
e
r
C
a
冒
ュ
i
s
（
c
呂
S
t
賀
t
）
．
H
a
e
c
 
e
i
亡
S
 
 

く
i
r
i
s
 
（
s
i
く
2
 
p
乱
i
t
i
b
已
S
）
 
s
t
i
p
e
已
r
O
 
（
s
u
n
｛
）
t
 
I
コ
 
u
n
G
m
q
u
e
m
q
u
e
 
m
e
n
S
e
m
 
u
コ
i
c
已
q
u
e
 
（
e
O
r
u
ヨ
）
 
c
2
r
t
畠
 
n
u
m
賃
亡
S
 
e
才
 
e
i
s
 
 

（
d
巳
仁
r
）
．
Ⅰ
〓
2
F
a
b
e
t
 
l
r
首
 
象
〓
a
 
（
m
i
≡
u
ヨ
）
－
O
r
訂
a
 
a
r
ヨ
a
L
C
r
u
m
 
i
コ
 
p
r
a
2
S
i
已
a
 
（
d
i
ノ
オ
a
）
e
t
 
c
e
已
仁
r
i
a
 
e
O
r
u
m
 
i
d
e
m
 
≦
訂
t
 
 

a
t
q
u
c
 
d
e
c
e
ヨ
 
C
e
已
u
r
i
a
e
 
a
－
i
C
r
u
1
日
 
（
m
i
ご
t
u
岩
）
．
1
日
e
 
d
a
t
貫
訪
．
ユ
r
i
s
 
完
S
t
岳
 
e
t
 
e
q
u
U
S
 
e
t
 
a
H
・
m
a
 
C
t
 
O
m
n
i
ヂ
 
q
u
i
b
亡
S
C
u
e
 
e
i
s
 
 

。
p
u
S
 
e
S
t
．
・
二
∴
三
2
S
k
O
n
i
エ
n
i
已
 
s
ら
t
 
a
b
。
r
i
e
コ
t
2
R
仁
S
 
a
 
S
2
p
t
e
芝
r
i
。
冒
a
u
t
e
m
 
望
r
u
s
（
P
r
u
邑
）
．
S
e
d
e
s
 
望
r
u
s
 
a
d
 
O
c
2
a
m
E
｝
｝
 
 

ヨ
a
r
C
 
B
a
－
t
i
n
u
m
）
 
（
s
i
t
a
e
 
s
u
芝
）
．
H
i
 
I
i
コ
g
畠
ヨ
訂
b
e
已
 
p
r
C
p
r
i
a
m
 
n
e
q
u
e
 
I
ざ
望
巴
 
S
5
r
仁
m
 
ノ
∴
c
i
コ
O
r
u
ヨ
ー
岩
r
u
芝
」
リ
 
（
唇
卜
等
式
｝
P
 
 

S
．
t
一
－
．
…
一
－
彗
）
。
 
 



ミュシコー世について  

ル
ブ
シ
の
土
地
の
征
服
は
ミ
ュ
シ
コ
を
ド
イ
ツ
諸
侯
と
の
交
渉
に
ひ
き
入
れ
、
九
六
七
年
、
ミ
ュ
シ
コ
は
ド
γ
ツ
人
に
よ
っ
て
「
尊
前
 
 

の
友
」
㌔
n
】
i
c
u
s
ニ
ー
l
p
e
r
a
t
O
r
i
s
と
呼
ば
れ
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ
と
の
緊
張
は
こ
れ
で
解
消
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
九
七
二
年
、
オ
 
 

ド
伯
は
ポ
モ
ジ
ャ
ニ
放
と
と
も
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
傑
人
す
る
が
、
か
え
っ
て
ミ
ュ
シ
コ
に
撃
退
さ
わ
る
。
九
七
九
停
ま
で
ミ
ュ
シ
コ
は
オ
 
 

ッ
ト
ー
二
世
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
が
、
九
八
三
年
、
ゲ
ィ
エ
レ
ッ
ツ
ィ
族
が
ド
イ
ツ
の
支
配
に
対
し
て
反
乱
を
起
す
と
、
ミ
ュ
シ
コ
は
 
 

ド
イ
ツ
側
に
つ
い
て
ブ
ィ
エ
レ
ッ
ツ
ィ
族
鎮
圧
に
乗
り
出
す
。
ミ
ュ
シ
コ
は
こ
の
時
、
ド
イ
ツ
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
関
係
が
改
善
さ
れ
、
逆
 
 

一
五
 
 
 

と
の
結
婚
が
実
現
し
、
そ
し
て
こ
れ
と
結
び
つ
い
た
ミ
ェ
シ
コ
の
キ
リ
ス
ト
教
改
宗
・
洗
礼
も
翌
作
成
就
す
る
。
 
 

セ
オ
ー
ル
 
 

「
（
ミ
ュ
シ
コ
は
）
 
チ
ェ
コ
の
国
か
ら
、
長
兄
東
レ
ス
ワ
フ
の
妹
で
あ
る
高
貴
な
女
学
妻
に
迎
え
た
。
事
々
如
五
は
そ
の
名
が
示
す
 
 
 

と
お
り
の
女
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
彼
女
は
ド
イ
ツ
語
で
「
良
い
」
と
い
う
一
言
語
の
ス
ラ
ブ
凪
の
表
現
「
ド
ブ
ロ
ヴ
7
」
と
呼
ば
 
 
 

れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
H
者
は
、
多
挿
多
様
の
異
教
の
誤
り
に
埋
れ
て
い
た
H
分
の
突
を
見
て
、
夫
と
日
脚
を
共
 
 
 

に
す
る
方
法
に
つ
い
て
熱
心
に
考
え
は
じ
め
た
。
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
、
彼
女
は
夫
∽
心
を
捉
え
王
う
と
し
た
が
、
そ
れ
は
鞘
落
し
 
 
 

た
こ
の
世
の
三
つ
の
撒
望
盲
満
た
す
た
め
で
な
く
、
す
べ
て
∽
〓
者
に
よ
っ
て
渇
望
さ
れ
る
、
来
世
の
称
質
さ
れ
る
べ
き
報
い
か
ら
生
 
 
 

じ
て
く
る
益
の
た
め
で
あ
っ
た
。
」
 
 

．
虚
i
c
 
a
 
B
O
e
m
i
a
－
・
e
g
i
O
n
e
 
n
O
b
i
訂
ヨ
S
i
b
叫
u
誓
r
e
m
 
S
e
】
こ
O
r
i
s
田
○
ご
z
訂
ノ
ユ
d
t
l
莞
r
a
t
 
c
l
0
3
い
・
ル
m
・
Q
u
a
e
、
S
i
c
さ
s
O
≡
i
t
 
i
コ
 
 
 

n
O
m
i
n
e
｝
 
a
p
p
a
r
u
i
t
 
ノ
毒
r
a
C
i
t
e
r
 
i
n
 
r
e
．
D
C
r
r
a
司
a
 
e
n
i
m
 
s
c
i
a
召
n
i
c
e
 
d
i
c
e
首
t
u
r
－
q
u
O
d
 
］
。
e
u
t
O
n
i
c
〇
 
S
e
r
m
O
n
e
 
B
O
n
ロ
 
 
 

i
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
u
r
．
H
ん
O
m
q
完
h
a
e
c
 
C
h
r
i
s
t
O
 
f
i
d
e
l
i
s
 
d
u
m
 
c
O
n
山
u
g
e
I
n
 
S
喜
m
志
r
i
O
 
鷲
芝
i
≡
a
t
i
s
 
e
コ
・
ロ
r
e
 
i
－
量
目
c
i
t
u
m
 
e
s
s
e
 
 
 

p
e
r
s
p
i
c
e
r
e
t
－
S
e
d
u
－
a
 
r
e
ノ
え
ノ
き
a
n
g
t
】
箕
a
e
 
m
e
n
t
i
s
 
d
e
〓
b
e
岩
C
i
O
ロ
e
－
q
t
邑
i
t
e
r
 
h
に
n
C
 
S
i
打
i
 
s
O
C
i
a
I
・
e
t
 
i
コ
f
己
e
；
冒
n
i
ヨ
C
n
山
s
 
 
 

p
－
a
c
a
r
e
 
c
O
n
t
e
n
d
i
t
〉
 
n
O
n
 
p
r
O
p
t
e
r
 
t
r
i
訂
r
m
e
m
 
m
u
コ
d
i
 
h
u
i
u
s
 
n
O
C
i
ノ
ふ
 
竃
p
e
t
叶
t
u
喜
一
q
u
i
n
 
p
O
C
i
t
㌫
 
雪
0
ユ
e
回
∴
L
“
t
u
r
a
e
 
 
 

m
e
r
c
e
d
i
s
－
a
u
d
a
b
i
－
e
－
ゴ
a
C
 
u
n
i
く
e
r
S
i
s
 
f
i
d
e
ご
ざ
s
 
n
i
m
i
s
 
d
e
s
i
d
e
r
a
b
こ
e
m
叶
r
u
c
t
u
m
㌧
（
T
叶
計
t
り
n
a
r
｝
 
L
i
e
b
e
H
 
I
ノ
∴
芸
．
）
。
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一
六
 
 
 

に
ド
イ
ツ
・
チ
ェ
コ
関
係
が
憩
化
し
た
の
を
見
る
と
九
八
九
年
マ
ウ
ォ
・
ポ
ル
ス
カ
と
ク
ラ
コ
ブ
を
支
配
下
に
置
く
。
こ
う
し
て
こ
の
時
 
 

ま
で
に
ミ
ュ
シ
コ
の
領
土
は
、
北
は
ポ
モ
ー
ジ
ュ
を
含
ん
で
バ
ル
ト
福
ま
で
、
東
は
ル
ス
の
国
境
、
南
は
マ
ウ
オ
・
ポ
ル
ス
カ
、
西
は
シ
 
 

ロ
ン
ス
ク
、
ル
ブ
シ
の
地
に
及
ぶ
広
大
な
も
の
と
な
っ
に
。
こ
の
よ
う
な
勢
力
拡
張
の
上
に
立
っ
て
ミ
ュ
シ
コ
は
、
九
九
〇
年
か
ら
九
一
 
 

年
に
か
け
て
タ
ラ
コ
フ
を
含
め
た
こ
れ
ら
の
領
土
を
ロ
ー
マ
法
王
に
献
じ
、
自
ら
の
国
土
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
普
遍
的
権
威
の
下
に
置
こ
う
 
 

と
す
る
一
文
告
を
提
出
し
た
 
（
こ
∽
文
書
に
つ
い
て
は
、
木
精
の
『
離
名
の
ガ
ル
咋
代
記
』
第
四
草
の
江
1
の
注
釈
を
参
照
）
。
ミ
ュ
シ
 
 

コ
は
帆
㍍
・
、
ド
イ
ツ
の
詣
塑
力
、
と
り
わ
け
オ
ッ
ト
ー
二
世
と
の
関
係
を
弧
化
す
る
た
め
に
妻
ド
ン
ブ
ル
ブ
カ
の
没
較
、
九
八
九
咋
ド
イ
 
 

ツ
の
辺
境
伯
テ
オ
ド
リ
ッ
ク
の
娘
オ
ダ
O
d
a
と
結
婚
す
る
（
T
h
i
c
t
m
臼
r
 
L
i
b
e
ニ
く
．
ひ
ヱ
。
ミ
ュ
シ
コ
が
九
九
二
咋
に
没
す
ろ
と
、
先
 
 

ド
ン
ブ
 

妻
ル
フ
カ
の
子
ボ
レ
ス
ワ
フ
・
フ
ミ
フ
リ
ほ
オ
ダ
と
そ
の
丁
を
追
放
し
て
阜
独
で
柾
力
を
か
据
す
る
。
 
 
 

以
⊥
が
椎
史
エ
バ
か
ら
肌
ら
か
に
さ
れ
る
ミ
ェ
シ
コ
の
事
情
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
ら
の
記
述
は
、
ミ
ュ
シ
「
に
つ
い
て
、
い
 
 

わ
ば
外
側
か
ら
外
交
の
対
象
と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
君
守
丁
こ
シ
コ
の
ノ
‖
動
を
怖
い
た
も
の
に
過
ぎ
ず
、
ミ
ュ
ン
コ
が
ど
の
よ
う
な
人
 
 

物
で
あ
∴
∵
仁
か
に
つ
い
て
は
少
し
も
語
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
後
代
に
残
さ
れ
た
小
一
ラ
ン
ド
H
…
に
よ
る
貿
料
と
し
て
は
た
だ
ミ
ュ
シ
コ
と
 
 

い
う
名
前
だ
け
で
あ
る
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
今
日
ま
で
の
諸
研
究
は
こ
の
ミ
エ
ン
コ
 
ノ
已
e
s
N
k
O
 
な
る
名
前
が
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
だ
け
で
知
ら
れ
、
 
 

ま
た
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
も
ピ
ア
ス
ト
相
が
没
落
す
る
と
と
も
に
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
点
に
注
目
し
て
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
名
前
の
意
 
 

味
に
焦
占
州
が
あ
て
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
ミ
ュ
シ
コ
な
る
人
物
の
橡
車
引
き
出
そ
う
と
す
る
試
み
が
な
き
れ
て
き
た
。
‡
別
の
建
設
者
に
係
わ
 
 

る
名
前
は
一
つ
の
象
徴
機
能
を
持
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
椚
明
す
る
こ
と
で
そ
の
名
前
を
持
っ
た
人
物
の
れ
会
的
役
削
が
推
定
さ
れ
る
と
考
 
 

え
ら
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
∧
∵
そ
の
代
走
的
見
解
を
紹
介
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
次
の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

川
『
匿
名
の
ガ
ル
咋
代
記
』
が
再
H
か
れ
て
か
ら
約
一
〇
〇
咋
後
、
十
二
世
紀
末
か
ら
十
三
世
紀
初
頭
に
成
守
t
 

た
と
い
わ
れ
て
い
る
 
 

『
マ
ギ
ス
テ
ル
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
什
代
記
』
 
巨
ざ
管
；
、
二
苛
勇
芸
罫
C
ぎ
宣
告
薫
こ
㌔
㌻
営
さ
垂
 
（
以
下
『
ゲ
イ
ン
 
 
 



ミュシコ一世について  

セ
ン
テ
ィ
の
咋
代
記
』
と
略
記
す
る
）
 
が
表
明
し
、
さ
ら
に
十
三
世
紀
末
か
ら
十
四
世
紀
に
か
け
て
書
か
れ
た
『
ブ
ィ
エ
ル
コ
・
ポ
ル
ス
 
 

カ
咋
代
記
』
C
ざ
旨
訂
Q
 
七
Q
、
芸
叫
莞
 
竃
乳
篭
叫
s
、
そ
し
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
記
念
桝
的
咋
代
記
、
ヤ
ン
・
ド
ゥ
ウ
ゴ
ー
シ
 
 

の
『
栄
光
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
王
国
年
代
記
』
 
』
ヨ
岩
、
巴
h
蔓
 
C
⊇
軋
c
完
訂
c
、
ミ
叫
 
芸
g
乳
七
已
芸
㌻
～
へ
と
踏
襲
さ
れ
て
き
て
い
る
見
 
 

解
に
お
い
て
は
、
ミ
ュ
シ
コ
 
M
i
e
s
N
k
O
は
「
ミ
エ
シ
ャ
チ
」
＝
H
l
ュ
2
S
2
a
m
“
、
（
「
狼
狽
す
る
」
あ
る
い
は
「
鋤
揺
す
る
」
）
か
ら
架
た
言
 
 

蔑
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
し
ふ
う
に
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
に
わ
い
て
は
、
ミ
ェ
シ
コ
の
両
親
は
息
子
が
」
〓
な
の
を
知
っ
て
 
 

「
狼
糾
し
た
」
と
記
さ
れ
、
『
ゲ
ィ
エ
ル
「
一
・
ポ
ル
ス
キ
圧
代
記
』
に
お
い
て
は
、
ミ
ー
シ
コ
が
古
で
什
れ
、
し
か
も
父
刺
シ
エ
モ
1
＼
ス
 
 

ル
に
は
そ
の
他
に
子
供
が
な
か
っ
た
の
で
、
ポ
エ
フ
ン
ド
人
達
は
王
国
に
再
び
「
騒
乱
」
が
生
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
た
と
い
う
。
 
 

そ
こ
か
ら
ミ
ェ
シ
コ
軋
動
揺
・
騒
乱
と
い
う
右
前
が
作
ら
れ
た
と
記
し
て
い
る
、
「
ま
十
王
」
H
に
騒
乱
が
来
る
ぞ
ー
・
（
と
∴
「
た
）
。
 
 

な
ぜ
な
ら
ミ
ュ
シ
コ
は
動
揺
・
闊
乱
と
呼
ば
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
 
亡
へ
典
2
C
C
e
 
i
t
2
r
u
m
 
m
e
S
訂
 
i
n
 
r
e
g
n
O
》
・
M
e
s
】
ハ
a
 
e
n
i
m
 
 

c
O
n
f
u
s
i
O
 
S
e
u
t
u
r
b
a
c
i
O
 
d
i
c
i
言
r
．
｝
．
（
達
弓
短
．
n
一
S
∴
．
∞
．
s
．
－
e
 
〈
｝
 
き
ら
に
ド
ゥ
ウ
ゴ
ー
シ
の
仲
代
記
で
は
ヴ
ィ
ン
セ
ン
チ
ィ
と
 
 

『
ゲ
ィ
エ
ル
コ
・
ポ
ル
ス
カ
咋
代
記
』
と
を
踏
ま
え
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
 
 

「
再
一
に
め
ら
れ
た
目
 
（
断
髪
式
）
 
に
な
り
、
人
々
は
君
主
∽
点
字
に
与
え
る
に
相
応
し
い
γ
前
を
捜
し
た
が
、
忠
子
を
ミ
ュ
シ
コ
と
呼
 
 
 

ぶ
こ
と
は
、
父
親
に
も
高
相
高
官
た
ち
に
も
納
得
が
い
く
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
で
騒
乱
、
あ
る
い
は
動
 
 
 

揺
を
意
味
す
る
」
一
一
［
梨
で
あ
り
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
〔
宣
」
が
百
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
両
親
に
と
っ
て
も
パ
ー
ラ
ン
ド
州
民
に
と
っ
て
も
混
 
 
 

乱
の
元
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
」
 
 
 

｛
ト
D
i
e
 
a
u
t
e
ヨ
C
C
n
S
｛
i
t
u
t
a
 
a
d
完
n
i
e
コ
t
e
、
d
u
m
 
d
e
 
n
O
m
i
n
e
 
p
u
e
r
O
 
a
p
t
e
 
i
m
p
O
n
e
コ
d
O
 
q
u
e
r
e
r
e
t
u
r
〉
 
ヮ
、
昔
e
s
z
k
a
m
 
i
〓
u
m
 
e
t
 
 
 

p
a
t
r
i
s
 
e
t
 
p
r
O
C
e
r
u
m
 
d
e
n
r
e
｛
O
 
a
p
p
e
ご
a
r
i
 
p
－
a
c
u
i
t
．
q
u
O
d
 
i
コ
W
】
竃
r
i
 
P
0
1
0
n
i
c
O
 
S
i
g
n
i
f
i
c
a
t
 
｛
u
r
b
a
c
i
O
諾
】
 
c
O
ヨ
ヨ
O
C
i
O
一
 
 
 

e
O
 
q
u
O
d
 
c
O
n
d
i
c
i
O
ロ
e
 
S
u
e
 
C
e
C
i
t
a
t
i
s
 
e
t
 
p
a
r
e
n
t
i
b
u
s
 
e
t
 
g
e
n
t
i
 
P
O
－
O
n
i
n
e
 
i
n
 
s
u
C
 
e
誓
r
t
ロ
 
C
O
n
f
u
s
i
O
コ
e
m
 
i
n
｛
u
ご
｛
㌧
 
 
 

（
I
O
a
n
n
i
s
 
D
】
u
g
O
S
S
i
i
一
－
e
S
已
巴
竃
記
C
⊇
已
c
莞
訂
c
≡
町
言
g
読
札
七
已
蔓
訂
？
 
L
i
b
e
r
 
p
r
i
ヨ
u
S
・
冨
r
S
a
＜
i
a
e
忘
澄
〉
S
・
一
言
）
。
 
 

一
七
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一
八
 
 

佃
 
ド
ゥ
ウ
ゴ
ー
」
ン
は
前
述
し
た
見
解
と
は
別
に
 
、
ミ
ュ
シ
コ
 
ブ
ー
訂
s
z
k
O
と
は
、
ミ
ュ
チ
ス
ワ
フ
？
〓
e
c
N
S
訂
弓
 
の
指
小
形
で
、
子
 
 

倶
の
時
に
川
い
ら
れ
ぢ
名
前
で
あ
り
、
ミ
ェ
チ
ス
ワ
フ
が
正
式
の
名
前
で
あ
り
、
こ
れ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
詣
で
「
ミ
ュ
チ
」
。
已
e
c
～
。
（
1
 
 

已
e
m
持
つ
）
 
と
「
ス
ワ
ヴ
ァ
」
 
㌔
㌻
w
a
J
｝
 
（
〟
鍔
＝
、
高
名
）
 
と
い
う
二
語
の
令
体
と
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
ミ
ュ
チ
ス
ワ
フ
と
は
「
高
 
 

名
な
方
」
と
い
う
意
味
に
仙
な
ら
な
い
と
す
る
見
椚
も
提
示
し
て
い
る
 
（
章
C
チ
s
・
－
」
○
－
－
コ
）
。
十
六
冊
紀
の
人
文
※
義
者
、
マ
ル
 
 

チ
ン
・
ク
ロ
ー
マ
ー
？
訂
r
c
…
n
 
i
ハ
r
O
－
記
r
 
も
こ
れ
に
似
た
説
明
を
し
、
そ
の
著
 
『
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
起
渥
と
草
紙
に
つ
い
て
』
 
b
へ
 
 

ミ
首
町
莞
已
、
、
h
誉
㌫
g
e
許
七
Q
訂
§
、
設
営
の
巾
で
、
ミ
ュ
チ
ス
ワ
フ
の
「
；
、
エ
チ
」
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
「
ミ
ュ
チ
」
。
m
i
e
c
z
二
（
則
）
 
 

で
あ
り
、
従
っ
て
ミ
ュ
ナ
ス
ワ
フ
と
は
「
重
り
を
以
て
名
㍗
を
得
る
も
の
」
と
い
う
意
味
嘉
島
∵
て
い
る
、
と
き
れ
る
 
（
声
F
e
n
i
k
O
プ
1
旨
i
〉
 
 

1
P
O
－
O
n
i
a
 
A
n
t
i
q
u
i
s
s
i
m
a
 
R
e
s
t
ぎ
t
a
 
O
ま
玖
c
i
w
が
p
O
S
t
a
け
i
m
i
昌
i
a
 
m
i
e
s
z
打
C
。
‥
セ
ミ
・
已
㌻
付
 
記
N
忘
S
亡
ニ
ー
当
｝
、
n
l
・
£
。
 
 
 

糾
 
ミ
ュ
シ
コ
は
丁
く
ー
シ
」
．
ご
已
．
狛
＝
（
ク
マ
）
 
か
ら
粟
た
語
と
す
る
も
の
、
ま
た
ミ
▼
∴
ン
コ
は
「
ミ
エ
チ
サ
ィ
エ
†
′
」
1
「
ニ
ュ
チ
ヴ
 
 

ィ
エ
チ
」
n
i
つ
d
軋
ま
e
d
叉
ク
マ
）
を
語
湘
と
す
る
と
解
す
る
説
も
近
代
以
障
の
明
田
沢
学
的
な
桝
光
に
わ
い
て
有
力
で
ぁ
る
 
（
A
・
B
旨
c
k
コ
e
r
、
 
 

．
∴
1
、
、
予
 
∴
∵
ご
十
∵
．
・
、
㌧
 
∵
：
ご
．
－
ナ
∴
∵
‥
．
∵
 
 
 
－
、
－
．
■
＋
．
・
∵
‥
∵
・
∴
」
－
、
－
・
ニ
、
．
、
．
－
〓
．
∴
、
＼
ニ
こ
、
、
：
 
 

Ⅰ
訂
t
O
宅
i
c
e
－
器
∽
．
）
。
 
 
 

川
 
聖
”
官
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
史
の
上
に
窄
場
し
て
く
る
人
物
の
名
前
か
ら
収
ら
れ
た
と
す
ろ
説
（
宇
↑
S
e
n
旨
。
ま
c
N
・
㌔
l
已
2
r
 
 

a
r
m
a
．
も
ー
㌣
芯
．
｝
 
D
O
W
i
a
t
－
ヮ
｛
e
t
r
y
訂
c
h
r
z
t
u
 
岩
i
e
s
z
訂
：
こ
e
j
笥
n
e
Z
a
．
弓
a
r
s
N
a
宅
a
〉
｝
宗
こ
。
 
 
 

㈲
 
そ
の
他
に
稀
々
の
名
詞
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
と
す
る
多
く
の
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。
「
復
瞥
」
（
m
i
s
t
i
）
「
芯
」
 
「
傭
」
（
m
e
n
h
）
 
 

「
ネ
ズ
ミ
」
（
m
l
′
監
）
「
袋
」
 
（
m
i
e
s
z
e
打
）
。
 
 
 

し
か
し
な
が
ら
最
近
、
言
語
学
杓
・
再
出
学
的
研
究
か
ら
一
つ
の
注
目
す
べ
き
研
究
が
現
わ
れ
た
。
ミ
ュ
シ
「
こ
」
ほ
そ
も
そ
ー
も
 
 

「
吉
」
を
点
昧
し
た
と
す
る
見
解
が
そ
れ
で
あ
る
。
今
こ
の
見
解
を
紹
介
し
て
み
る
と
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
 
 
 

ミ
ェ
シ
コ
 
M
i
e
s
z
打
○
と
い
う
名
前
が
文
献
史
上
表
わ
き
れ
た
最
も
古
い
形
は
ミ
シ
カ
M
i
s
i
c
a
、
ミ
ス
カ
ワ
ニ
s
c
訂
、
メ
ス
コ
宝
e
s
c
－
1
0
 
 
 



ミュシコ一世について  

（
M
i
s
c
a
、
己
i
s
i
c
O
、
M
i
s
a
c
a
は
そ
の
変
形
）
 
で
あ
る
が
ミ
シ
カ
≡
恵
i
c
a
、
こ
く
ス
コ
 
茎
s
c
h
O
、
メ
ス
コ
 
M
e
s
c
h
O
の
三
語
の
H
、
変
 
 

化
し
な
い
か
、
あ
る
い
は
e
に
変
化
し
て
い
る
第
一
パ
m
の
イ
（
i
）
は
牧
子
草
1
の
強
苫
で
あ
り
、
第
二
請
節
の
イ
（
1
）
は
悦
子
草
1
 
 

の
弱
者
で
あ
っ
て
清
規
上
の
変
化
過
程
で
消
圭
さ
れ
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
一
言
葉
の
語
幹
形
成
辞
は
ム
ィ
ス
m
訂
 
と
な
る
。
 
 

他
方
S
は
古
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
に
お
い
て
し
ば
し
ば
㌍
ノ
S
、
2
、
・
Z
、
え
と
描
き
替
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
S
が
そ
の
前
後
の
む
晋
の
 
 

＼
 

は
・
Z
と
m
さ
や
い
。
 

な
り
、
語
合
体
は
ム
ィ
ジ
ィ
カ
M
b
許
k
a
 
 

聞
に
置
か
れ
る
暗
の
育
映
れ
す
従
っ
て
ム
イ
ス
ア
H
b
s
は
ミ
イ
ズ
ソ
昌
仙
と
 
 

と
な
る
。
ま
た
占
ス
ラ
ブ
語
で
は
ム
ィ
ズ
 
ワ
宗
z
は
し
ば
し
ば
ム
ィ
グ
H
き
g
に
も
旧
放
さ
れ
る
の
で
、
ム
ィ
ジ
ィ
カ
は
ま
た
ム
ィ
ギ
ィ
 
 

わ
ソ
H
b
g
b
k
a
と
も
な
り
う
る
。
語
尾
イ
カ
b
k
a
は
語
が
名
詞
化
す
る
時
の
指
小
形
の
接
尾
群
で
あ
る
。
そ
こ
で
詔
ム
ィ
ズ
ワ
：
b
汀
、
ム
 
 

ィ
グ
？
旨
g
が
ど
山
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
か
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
語
怜
と
し
て
い
る
▲
∵
＝
明
石
列
挙
す
る
と
次
 
 

の
よ
う
で
あ
る
。
 
 
 

川
ム
グ
ワ
 
ヨ
g
｝
a
（
ら
や
、
か
す
み
、
貿
ら
せ
る
こ
と
、
混
乱
、
視
力
障
害
）
 
 
 

切
ム
グ
レ
チ
 
m
g
－
e
へ
 
（
惜
ノ
ト
な
る
）
 
 
 

榊
ム
グ
リ
チ
 
m
g
日
付
 
（
も
や
、
か
す
み
で
覆
う
、
目
が
か
す
む
）
 
 
 

川
ム
グ
リ
チ
・
シ
ュ
ン
 
ヨ
g
l
i
m
 
s
i
巾
 
（
潤
す
、
盲
に
な
る
）
 
 
 

川
ム
グ
リ
ス
テ
ィ
 
ヨ
g
l
i
s
｛
い
、
（
濁
っ
た
、
不
透
明
な
）
 
 
 

㈲
ム
ジ
ェ
テ
 
ヨ
訂
～
 
（
目
を
細
め
る
、
日
を
闇
じ
る
）
 
 
 

の
ム
ジ
ェ
ク
 
m
訂
k
 
（
目
を
組
め
る
人
、
盲
の
お
ば
あ
さ
ん
）
 
 
 

糾
ミ
ェ
ジ
ェ
ク
 
】
ロ
i
e
訂
k
（
ム
ジ
ュ
ク
と
同
君
心
義
語
）
 
 
 

佃
ミ
ェ
シ
カ
m
i
e
算
a
（
柁
乱
、
泥
濁
、
こ
の
語
義
こ
そ
、
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
や
『
ゲ
ィ
エ
ル
コ
・
ポ
ル
ス
カ
年
代
記
』
、
ま
た
ド
ゥ
ウ
 
 

ゴ
ー
ン
が
依
拠
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
）
 
 

一
九
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二
〇
 
 

㈹
ム
ジ
ィ
チ
 
l
n
晋
作
 
（
㍍
眠
り
す
る
、
ま
ど
ろ
む
、
ま
ば
た
き
す
る
）
 
 
 

仙
ム
ジ
ィ
ク
 
m
昔
k
（
憫
、
盲
の
ぉ
ば
あ
さ
ん
）
 
 
 

以
上
の
詣
語
を
賃
く
も
の
は
、
視
力
の
混
濁
、
何
か
の
視
力
障
雄
＝
を
意
味
す
る
．
烏
…
ぷ
で
あ
る
。
従
っ
て
ム
イ
ン
カ
 
ブ
冒
N
買
a
 
と
は
盲
 
 
 

の
人
、
恨
に
障
山
㍊
［
の
あ
る
人
を
意
味
し
た
と
考
え
ら
れ
る
 
（
ヨ
・
竹
e
邑
岩
票
ぎ
 
○
リ
・
C
i
t
・
）
。
 
 
 

と
こ
ろ
で
、
ミ
ュ
シ
コ
の
名
を
め
ぐ
る
こ
の
よ
う
な
詔
附
学
的
∴
・
い
語
学
的
な
説
明
の
う
ち
、
い
ず
れ
が
よ
り
右
ハ
墨
に
近
い
か
を
論
烏
山
 
 

す
る
こ
と
に
非
将
に
国
難
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
『
げ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
の
咋
代
記
』
、
「
リ
ィ
エ
ル
コ
・
ポ
ル
ス
カ
咋
代
 
 

記
一
、
き
ら
に
ド
ゥ
ウ
ゴ
、
シ
の
咋
代
記
の
仰
机
は
、
そ
れ
が
か
つ
て
広
く
流
布
し
、
そ
れ
は
り
の
説
得
力
せ
持
つ
も
い
し
」
し
て
ぃ
じ
ら
 
 

れ
て
き
た
と
い
う
弔
黒
か
ら
み
て
、
や
は
1
伸
吊
一
に
考
慮
さ
れ
な
り
れ
ば
た
ら
な
い
見
研
で
あ
る
と
里
わ
れ
ろ
。
々
し
て
こ
り
伍
統
的
言
 
 

説
は
、
［
寂
後
に
紳
介
し
た
今
日
山
∴
H
冊
巧
由
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
す
る
桝
利
か
ら
も
そ
れ
樟
泣
く
m
た
〕
て
は
い
な
い
の
で
め
∵
勺
。
 
 
 

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
立
て
は
、
ミ
ェ
シ
コ
な
る
〃
〓
前
の
パ
榔
昧
す
る
と
こ
ろ
u
、
「
混
乱
」
 
「
紀
聞
」
 
「
盲
〓
」
と
い
っ
た
〓
ら
か
の
 
 

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
柚
偵
を
表
現
し
て
い
る
・
∴
刊
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
モ
れ
で
は
〓
搬
に
ボ
ー
一
ブ
ン
ド
の
王
冊
ル
〓
で
あ
り
、
帥
里
ロ
ー
マ
皇
 
 

帝
と
も
戦
を
交
え
、
版
図
を
拡
大
し
た
名
君
が
こ
の
ネ
ガ
テ
ィ
け
草
木
＝
心
昧
を
持
つ
ミ
H
シ
コ
な
る
革
削
手
持
つ
こ
し
」
に
h
止
っ
た
の
で
あ
ろ
 
 

）
 
の
で
あ
る
か
ら
、
 
 

う
か
。
ま
た
、
他
方
で
こ
の
名
前
は
縫
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
 
（
ミ
ェ
シ
コ
二
世
、
ミ
ュ
シ
コ
・
ス
タ
ー
リ
ー
 
 
 

そ
れ
は
ま
た
「
よ
き
印
b
O
n
u
m
 
O
ヨ
e
n
J
 
「
よ
き
徴
の
名
b
e
コ
e
 
O
m
i
n
a
t
u
コ
ー
n
O
ヨ
芸
」
で
も
あ
っ
た
は
す
で
あ
る
。
「
㍍
名
な
る
ガ
」
 
 

「
剣
を
以
て
ん
〔
㌘
を
得
る
者
」
と
い
う
解
釈
も
そ
う
し
た
要
請
の
一
つ
の
対
応
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
も
し
ミ
ュ
シ
コ
な
ろ
名
が
仙
 
 

ら
か
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
苦
味
を
持
つ
名
だ
と
し
た
ら
こ
こ
に
不
吉
な
〟
有
を
よ
き
名
に
転
換
す
る
一
つ
の
モ
メ
ン
ト
が
必
埜
と
な
る
。
冊
ト
∴
．
か
ら
 
 

の
口
承
伝
説
の
巾
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
と
い
わ
れ
て
い
る
ミ
ェ
シ
コ
の
開
眼
と
い
う
奇
跡
瀧
こ
そ
そ
の
転
換
い
モ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
の
で
 
 

は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
こ
の
合
跡
が
珪
じ
た
と
考
え
ら
れ
た
た
め
に
ミ
ュ
シ
コ
の
名
は
神
に
祝
福
さ
れ
㌍
神
輿
な
弱
に
転
化
し
、
ミ
 
 

ェ
シ
コ
の
権
威
を
よ
り
高
く
上
昇
き
せ
る
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 
 
 



ミェシコー阻について   
∩
‘
 
 
 

以
上
の
偲
定
が
許
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
の
作
者
は
、
こ
の
伝
ホ
さ
れ
て
き
た
名
前
と
蒼
跡
談
と
を
彼
自
身
の
 
 

キ
リ
ス
ト
教
的
な
川
心
考
に
よ
っ
て
潤
色
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
し
く
ミ
ュ
ン
コ
こ
そ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
キ
リ
ス
ト
 
 

教
を
導
入
し
た
最
初
の
君
主
で
あ
っ
L
。
こ
の
ミ
ェ
シ
コ
が
汚
か
ら
抑
の
力
に
よ
っ
て
視
力
を
回
復
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
ポ
ユ
フ
ン
ド
 
 

が
キ
リ
ス
ト
教
M
と
な
「
た
こ
と
 
（
「
豪
が
閃
か
れ
る
」
）
 
を
最
も
鮮
明
に
内
外
に
此
‖
示
す
る
こ
と
孝
H
蛛
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
 
 

に
も
増
し
て
こ
の
こ
と
に
よ
二
し
ミ
ェ
シ
「
∴
い
構
成
が
西
桂
袖
に
よ
っ
て
聖
化
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
な
ろ
の
で
あ
る
〓
↓
ハ
の
視
 
 

力
」
）
。
そ
の
際
注
目
す
べ
き
古
川
ほ
、
こ
の
合
跡
が
隼
じ
た
の
は
、
異
教
の
習
柄
で
あ
ろ
断
埠
式
の
n
吊
申
で
あ
り
、
し
か
も
り
会
の
揮
に
 
 

居
亜
ぶ
晋
は
、
す
べ
て
異
教
の
征
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
つ
て
ミ
「
シ
「
の
椚
宜
ヾ
ァ
ス
 

ト
も
魚
子
の
断
撃
式
の
 
 

際
、
神
に
よ
っ
て
瑞
兆
が
恵
ま
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
 
（
こ
の
点
た
つ
い
て
ほ
理
稿
『
ピ
ア
ス
ト
H
説
に
潤
す
る
一
考
墨
』
 
（
問
両
大
学
法
 
 

学
会
難
詰
第
三
六
巻
三
・
西
片
〔
椚
利
六
二
年
〕
を
釆
照
）
。
人
」
ま
た
同
じ
よ
う
に
神
は
直
轄
ミ
ェ
シ
コ
に
関
心
潤
を
下
 

し
、
肉
と
霊
の
視
 
 

力
を
与
え
、
仝
僅
の
神
へ
の
〓
棚
を
用
ぶ
し
た
と
記
き
れ
る
力
で
あ
る
。
 
 

そ
れ
で
は
、
r
l
l
粧
〟
吊
の
オ
ル
咋
代
・
記
』
の
ほ
ぼ
一
〇
〇
丹
後
に
パ
か
れ
た
と
き
れ
る
ゲ
イ
ン
セ
ン
チ
ィ
・
カ
ド
ゥ
ペ
ッ
ク
の
『
ポ
ー
ラ
 
 

ン
ド
隼
代
■
記
』
で
は
、
ミ
ュ
シ
コ
ほ
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 
 
 

第
二
巻
㍍
八
m
、
第
九
節
に
わ
い
て
展
開
さ
れ
る
マ
タ
イ
と
ヨ
ハ
ネ
の
対
謂
は
、
こ
の
；
、
エ
ン
コ
に
つ
い
て
の
記
述
に
雉
小
し
て
い
ろ
。
 
 

「
〔
マ
タ
イ
〕
と
こ
ろ
で
、
セ
モ
ミ
ン
ル
か
ら
は
、
か
の
有
名
な
市
の
メ
ス
コ
が
琵
れ
た
。
被
は
胃
の
ま
ま
七
才
ま
で
育
て
ら
れ
た
。
 
 
 

七
才
の
年
の
終
り
に
、
袖
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
視
力
を
得
、
号
に
似
ず
勤
潮
精
励
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
程
ま
で
に
長
い
冊
、
 
 

二
一
 
 
 

第
二
茸
 
『
マ
ギ
ス
テ
ル
・
ゲ
ィ
、
ノ
セ
ン
テ
ィ
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
年
代
記
』
に
お
け
ろ
、
く
ェ
シ
」
像
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二
二
 
 

（
1
・
」
 
 

メ
ス
コ
は
軋
性
の
光
を
稚
Ⅴ
わ
れ
て
盲
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
妻
と
呼
ば
れ
て
い
た
七
人
の
芹
ら
な
妾
た
ち
を
 
 

交
代
で
枚
の
ポ
什
に
従
わ
せ
る
の
を
習
㍍
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
メ
「
ハ
コ
は
彼
女
逗
を
※
ぎ
け
て
ド
ユ
ブ
ロ
ー
カ
 
 

と
い
う
名
の
ボ
ヘ
ミ
ア
の
女
と
結
僻
し
に
。
彼
女
と
の
幸
福
な
結
び
つ
き
に
よ
っ
て
不
い
仰
の
氷
は
粘
け
、
先
々
の
捏
ハ
劫
の
渋
い
ブ
ド
 
 

ウ
紳
は
、
告
ハ
黒
の
ブ
ド
ウ
の
苦
抜
か
ら
で
き
た
ブ
ド
ウ
洒
に
変
る
。
と
い
う
の
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
大
わ
戒
心
な
彼
女
は
、
ポ
 
 

ー
ラ
ン
ド
の
※
〓
仝
休
が
羊
〓
婁
と
と
も
に
キ
り
ノ
ス
ト
薫
り
い
仰
告
白
の
印
を
受
け
入
れ
な
い
で
は
結
椚
へ
の
恵
志
を
持
つ
気
に
な
ら
 
 

な
か
っ
に
か
ら
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
い
仰
の
相
違
は
結
婚
へ
の
障
裏
㌫
一
つ
で
あ
↓
U
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
 
 

（
2
）
 
 

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
＝
涙
初
の
貰
メ
ス
コ
は
洗
礼
を
更
け
た
の
で
あ
る
」
。
 
 

．
ト
D
e
 
Z
e
n
岩
m
i
s
－
a
ま
e
岩
 
f
a
ヨ
O
S
u
S
 
i
こ
e
 
ア
訂
s
c
O
 
C
a
e
C
に
S
 
g
i
讐
ユ
t
u
二
c
a
e
c
u
い
 
S
e
p
t
e
n
コ
i
O
 
e
d
u
n
a
｛
u
r
．
Q
u
∵
昌
n
i
 
e
已
t
仁
 
 

S
e
巳
i
m
i
 
d
‡
n
i
t
u
s
ご
r
㌫
t
r
a
t
u
ご
▼
 
く
i
s
u
雲
e
 
r
e
C
e
p
t
O
諾
t
已
e
m
ノ
＼
i
c
山
【
i
l
乙
u
s
t
「
叶
a
∵
e
d
 
t
a
已
i
s
扇
r
こ
仁
一
n
i
n
e
 
c
a
s
s
宏
「
a
L
i
C
n
i
s
｝
 
 

こ
）
 
 

C
a
e
n
u
t
i
r
e
ユ
s
u
s
 
e
s
t
u
 
q
u
〇
d
 
s
蔓
t
C
m
扇
≡
c
u
m
 
s
c
O
r
t
i
s
－
雲
a
S
 
C
し
n
i
u
g
e
s
 
ロ
u
n
C
u
p
a
b
a
t
一
口
O
n
t
≡
▲
n
a
S
 
ノ
己
r
i
a
〓
川
 
▲
ユ
c
e
s
 
 

c
O
誘
喜
ノ
疫
・
監
．
買
s
 
t
a
n
d
e
m
 
r
e
p
u
訂
i
s
 
d
e
弱
O
h
e
m
i
a
 
皇
リ
n
d
a
m
－
ロ
告
．
r
O
亡
〔
a
m
 
n
O
m
i
n
e
｝
 
m
a
t
r
町
m
O
已
O
 
C
O
℃
亡
－
a
t
‥
c
u
i
u
s
 
 
 

f
e
〓
n
i
 
c
0
1
山
S
O
r
こ
O
 
g
－
a
c
i
e
s
 
i
コ
f
i
d
e
H
｛
a
t
i
s
 
d
i
s
∽
○
才
i
t
u
r
 
e
t
 
n
O
S
t
r
O
岩
－
〓
－
a
訂
u
s
c
a
 
讐
ま
i
〓
仁
m
 
i
－
】
ノ
d
r
a
e
 
ノ
㍉
i
t
i
s
 
p
a
－
n
ュ
t
e
s
 
 
 

t
r
a
n
s
m
打
r
a
t
．
H
u
訂
 
e
已
m
 
c
a
旨
○
ご
c
a
口
 
≠
i
d
e
i
 
a
l
－
㌫
r
己
s
s
i
ト
ー
忘
e
 
n
O
コ
 
p
ユ
亡
S
 
コ
u
b
e
【
・
e
 
C
O
i
ご
l
）
u
i
t
一
q
u
a
m
 
仁
コ
i
孟
r
S
u
ヨ
 
 
 

『
0
－
0
已
a
e
 
r
e
的
n
仁
m
 
C
u
m
 
i
H
）
S
O
り
e
g
n
 
C
h
r
i
s
t
i
a
n
a
e
 
p
；
㌢
s
s
i
O
n
i
s
 
s
u
ひ
〓
r
。
i
〕
i
s
s
e
n
t
 
c
h
彗
a
C
t
e
r
e
ヨ
．
ロ
i
d
i
c
e
r
a
t
 
n
だ
｝
ぷ
u
e
－
q
己
5
d
 
 

d
i
s
p
a
r
 
c
1
ニ
｛
u
s
 
u
コ
u
ヨ
 
e
r
a
止
 
i
ヨ
苫
d
i
∋
e
n
｛
O
r
u
m
－
已
a
「
r
i
m
O
已
i
一
叶
ゴ
ト
ー
ト
呂
S
 
i
t
a
q
仁
e
 
P
O
i
O
i
三
三
n
】
 
H
・
e
H
 
ソ
H
c
s
c
O
 
g
r
a
t
i
a
m
 
 

＊
 
 

b
ぢ
t
i
s
m
 
s
u
s
c
e
㌢
t
．
（
冠
七
屯
二
．
ド
s
∴
声
ご
 
 

（
N
〕
 
 

＊
 
注
机
＃
と
し
て
B
・
キ
ュ
ル
ビ
ス
『
て
キ
ス
テ
ル
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
の
ポ
ユ
プ
ン
ド
年
代
J
d
』
 
B
．
K
守
b
i
s
一
転
訂
へ
「
N
恥
－
葦
毛
蜃
恵
繁
 
 

華
⊇
已
訂
∵
冨
訂
訂
－
W
雪
S
Z
a
W
a
－
害
h
－
．
を
用
い
た
。
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〓
 
こ
の
「
那
件
の
光
」
ご
≡
崇
岩
－
・
a
t
i
O
コ
i
s
レ
．
し
」
い
う
言
葉
は
い
う
、
ま
で
も
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
の
教
父
な
ら
び
に
ス
コ
ラ
哲
学
∽
 
 
 

用
語
法
を
想
起
き
ゼ
る
も
の
で
あ
る
。
典
型
的
に
は
、
ト
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス
 
『
神
学
大
全
』
節
一
邦
第
一
囲
…
川
一
．
草
に
次
の
言
及
 
 
 

が
あ
る
。
「
哲
学
的
諸
学
問
に
わ
い
て
ほ
、
或
る
こ
し
」
が
ら
が
、
自
然
的
裡
性
の
光
に
よ
二
し
認
識
さ
れ
ソ
？
も
の
た
る
か
ぎ
り
に
 
 
 

お
い
て
取
扱
わ
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
、
ま
た
そ
の
同
じ
こ
と
が
ら
が
別
仰
の
学
に
お
い
て
は
、
神
岡
な
西
穴
山
≠
に
よ
っ
て
認
識
 
 
 

さ
れ
る
も
の
た
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
取
扱
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
川
の
妨
げ
も
な
い
」
 
（
『
神
学
大
人
達
Ⅰ
高
〓
二
い
郎
訳
〔
創
文
 
 
 

社
一
九
止
ハ
○
咋
〕
六
ペ
ー
ジ
）
。
E
已
邑
e
 
n
i
宣
 
誓
O
E
b
c
t
 
d
e
作
i
い
d
e
買
 
r
e
ぎ
s
｝
 
d
e
 
q
u
i
ぎ
s
 
旨
エ
ロ
S
O
等
i
c
a
e
 
d
i
s
c
i
p
〓
i
】
a
ル
 
 
 

t
r
a
c
t
a
n
t
 
s
e
c
u
n
d
u
m
 
（
苫
O
d
 
s
u
已
 
c
O
笥
O
S
C
i
b
i
済
二
ぎ
邑
ざ
川
 
空
き
き
S
正
 
さ
畏
ぎ
昇
－
e
｛
a
〓
a
ヨ
 
S
C
i
e
コ
t
i
a
m
 
t
－
扇
C
t
a
r
e
 
 
 

s
e
c
u
已
u
M
ロ
 
q
仁
a
 
C
C
望
O
S
C
u
已
「
l
r
 
㌻
S
叫
莞
 
軋
㌻
㌻
莞
 
道
三
訂
≠
㌻
乳
h
．
（
苧
≡
票
句
 
叫
J
‥
琶
訂
g
叫
莞
こ
ノ
h
a
r
i
e
t
t
i
こ
筈
ド
ワ
 
 
 

℃
ユ
ヨ
a
・
S
．
ご
。
な
お
理
粧
と
光
と
の
肌
係
に
つ
い
て
、
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
ト
マ
ス
し
」
は
あ
る
∵
＝
仙
に
ヤ
い
て
班
な
「
て
い
る
 
 
 

よ
う
に
川
心
わ
れ
る
。
ア
ウ
ブ
ス
チ
「
ス
は
そ
い
『
小
竹
自
』
で
、
他
な
ら
ね
『
匿
名
の
ガ
ル
隼
代
一
記
㌧
J
の
ミ
ュ
シ
コ
の
和
服
に
関
す
 
 
 

る
叙
述
の
典
拠
し
」
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
『
新
約
聖
再
に
 
H
－
マ
講
第
二
早
第
一
九
～
二
〇
Ⅲ
を
引
用
し
た
後
で
次
の
上
∵
っ
に
述
 
 
 

べ
て
い
る
。
「
こ
う
し
て
、
私
は
一
歩
一
歩
、
物
体
か
ら
身
体
に
よ
っ
て
撼
知
す
る
魂
へ
、
こ
の
魂
か
ら
、
身
体
の
迅
肯
が
 
（
身
 
 
 

体
の
）
 
他
に
あ
る
も
の
を
h
ぇ
る
魂
∽
円
高
わ
カ
ヘ
 
ー
～
こ
こ
ま
で
は
鋤
物
も
到
い
▲
肯
す
る
こ
と
が
で
き
る
L
－
、
き
ら
に
こ
の
力
 
 
 

か
ら
、
身
体
の
感
光
に
よ
っ
て
据
え
ら
れ
た
も
の
を
引
き
受
け
て
、
こ
れ
に
判
断
を
く
だ
す
理
性
の
鍼
カ
ヘ
と
窄
っ
て
H
「
′
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
理
性
の
能
力
も
私
の
な
か
で
は
、
ま
だ
変
り
や
す
い
も
の
で
ぁ
る
こ
と
を
情
る
と
、
「
己
直
視
ま
で
習
宮
り
つ
め
 
 
 

て
、
そ
の
思
惟
を
習
頂
か
ら
沌
ざ
け
、
矛
店
す
る
幻
餌
の
離
れ
か
ら
身
を
引
い
に
。
即
件
の
硝
力
 
（
岩
≠
㌻
c
㌻
彗
㌫
 
苫
≠
簑
～
叫
且
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
 

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
 
 
光
（
訂
ヨ
昌
）
 
を
浴
び
る
か
を
知
る
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
理
性
の
碓
力
は
不
小
義
‥
貰
」
の
も
の
を
知
る
J
忘
ノ
に
 
 
 

が
そ
う
し
た
の
は
、
変
り
や
す
い
も
の
よ
り
、
変
ら
な
い
も
の
の
ほ
う
が
す
ぐ
れ
て
い
る
、
と
迷
わ
ず
叫
ぶ
と
き
、
ど
の
ょ
う
な
 
 

な
「
た
、
‥
‥
‥
＝
・
そ
う
し
て
、
お
の
の
き
な
が
ら
ち
ら
っ
と
見
て
い
る
う
ち
に
、
存
在
す
る
も
の
に
到
達
し
た
。
け
れ
ど
も
、
そ
 
 

二
三
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二
四
 
 
 

の
と
き
、
私
は
『
あ
な
た
の
見
え
な
い
性
質
を
、
被
造
物
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
椚
ら
か
に
認
め
た
』
が
、
そ
れ
を
見
つ
め
る
こ
 
 

と
は
で
き
な
か
っ
た
 
（
『
薔
臼
し
第
じ
巻
節
一
七
草
）
。
（
A
u
讐
S
t
i
n
u
s
）
 
C
Q
観
た
k
㌻
莞
h
・
警
s
2
∵
㌧
君
主
責
 
富
豪
c
b
e
n
、
 
 

－
諾
卓
s
．
∽
墨
、
き
ら
に
光
と
理
性
に
つ
い
て
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
は
『
創
世
＃
禁
拙
僧
≡
ぐ
次
の
よ
う
笹
言
う
。
「
し
か
し
、
光
 
 

そ
の
も
の
は
、
す
な
わ
ち
魂
を
照
‘
し
て
、
魂
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
見
さ
せ
、
そ
う
し
て
、
独
立
に
せ
よ
、
そ
れ
に
助
け
ら
れ
て
 
 

に
せ
よ
、
真
に
鋸
解
き
せ
る
よ
う
な
光
は
、
魂
と
は
異
な
っ
㍍
も
の
で
あ
る
。
そ
い
よ
う
な
光
こ
そ
糾
そ
山
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
 
 

ま
た
、
軸
は
理
性
や
知
性
を
H
え
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
抑
の
姿
に
か
た
ど
っ
て
迫
ら
れ
た
被
造
物
で
あ
っ
て
、
あ
の
光
を
見
よ
 
 

う
と
す
る
と
、
弱
さ
の
た
め
に
ふ
る
え
て
、
は
っ
き
り
山
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
け
れ
ど
も
、
軸
が
ど
う
か
こ
う
か
理
解
で
き
る
 
 

も
の
は
す
べ
て
、
あ
の
光
に
よ
る
山
で
あ
る
。
二
‥
：
魂
は
〓
分
ひ
と
り
で
理
研
し
・
㍍
が
ら
見
る
す
べ
て
揖
も
S
を
、
こ
り
光
に
助
 
 

け
ら
れ
て
見
る
リ
ノ
で
あ
る
」
 
（
『
川
世
記
遂
吊
州
脈
』
一
二
い
二
山
∵
ニ
．
A
〓
u
d
 
a
u
t
c
m
 
e
s
二
署
u
m
 
】
u
H
n
化
ご
q
亡
C
 
≡
u
s
【
r
a
［
u
r
 
 

a
n
i
ヨ
a
｝
u
t
 
O
ヨ
n
i
a
莞
ユ
旨
s
e
諾
〓
【
二
〓
○
完
r
い
↑
‡
e
r
 
i
n
t
e
H
e
c
t
a
 
c
O
n
S
ユ
c
i
a
t
‥
n
a
m
 
≡
u
d
 
j
a
ヨ
 
i
つ
完
 
D
e
u
s
 
e
s
［
－
 
 

h
a
e
c
 
a
u
t
e
ヨ
C
r
e
a
t
u
r
a
l
 
〔
－
u
a
m
ノ
オ
r
a
t
i
O
コ
a
〓
s
 
e
［
 
i
I
l
t
e
〓
e
c
t
u
a
ご
s
 
a
〔
－
e
叶
亡
S
首
恵
旨
e
ヨ
 
訂
c
け
㌘
 
q
宕
e
 
C
u
－
n
 
C
O
n
a
ど
r
 
 

－
u
m
e
n
 
i
こ
u
d
 
i
已
亡
e
r
i
も
a
－
p
i
t
a
二
註
r
m
i
t
a
t
e
〉
e
t
 
m
i
コ
已
S
ノ
藍
e
t
J
n
譜
e
s
：
a
ト
I
n
呂
雲
i
〔
首
u
乙
T
こ
e
ご
i
覧
s
i
c
u
t
畠
－
e
t
・
 
 

・
…
＝
q
u
C
a
d
宣
旨
ま
d
e
t
 
q
u
i
d
q
u
己
e
t
i
a
．
ゴ
i
n
s
e
喜
茎
i
g
e
n
d
O
エ
d
ル
t
∴
昏
 
G
芸
賢
已
卜
叫
苦
言
き
 
L
i
h
e
－
∴
昌
・
1
 
 

パ
舛
巴
‥
』
董
己
ぎ
叫
○
官
⊇
○
｝
≡
訂
．
P
a
r
i
s
i
ざ
L
誉
挙
⊥
・
L
。
こ
・
い
3
。
そ
れ
ゆ
え
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
に
お
い
て
は
、
。
マ
パ
 
 

畑
山
二
小
第
一
九
～
二
〇
餌
に
お
い
て
」
一
戸
わ
れ
て
い
る
「
抑
に
つ
い
て
知
り
う
る
事
柄
は
、
彼
ら
に
は
帆
ら
か
で
あ
る
」
、
「
抑
揖
 
 

永
遠
の
力
や
神
性
の
よ
う
な
、
神
に
つ
い
て
∽
〓
に
見
え
な
い
小
柄
誓
十
両
瑚
追
ぃ
時
か
ら
、
造
ら
れ
た
物
を
通
し
て
明
ら
か
に
 
 

悟
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
い
う
文
刷
り
に
つ
い
て
の
研
机
は
、
結
局
い
と
こ
ろ
神
の
仁
か
ら
め
啓
示
出
光
が
物
へ
の
認
識
な
再
能
 
 

に
す
る
と
す
る
理
研
に
お
ち
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
ト
マ
フ
ハ
は
、
「
賊
々
り
理
件
の
′
り
然
的
本
性
的
な
光
そ
れ
〓
身
、
や
 
 

は
り
神
的
な
光
の
或
る
分
付
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
 
（
前
㍑
再
ペ
ニ
五
〇
ペ
ー
ジ
）
 
㌔
a
｝
ゴ
 
e
t
 
i
崇
u
≡
 
ぎ
｝
り
e
ロ
 
n
D
｛
u
邑
ル
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r
a
t
i
昌
i
s
 
p
a
r
t
i
c
i
p
a
t
i
O
 
q
亡
a
e
d
a
m
 
e
い
t
 
d
i
ま
n
i
 
F
m
i
n
i
s
．
J
叫
§
こ
ヾ
ぎ
p
a
r
S
－
】
q
J
N
．
a
L
－
も
p
．
C
i
t
・
一
S
・
2
）
と
し
、
「
我
 
 
 

裁
の
自
然
的
本
性
的
な
認
識
n
a
t
亡
r
a
〓
s
 
c
O
讐
i
t
i
O
は
感
見
s
e
n
s
u
s
か
ら
始
ま
る
。
だ
か
ら
、
我
々
の
自
然
的
本
性
的
な
軋
性
 
 

－
岩
t
亡
r
a
l
i
s
 
c
O
g
n
i
t
i
O
の
及
び
う
る
補
闘
は
、
そ
れ
が
司
感
的
な
る
も
の
s
e
n
s
i
b
i
〓
a
を
通
じ
て
導
か
れ
て
ゆ
く
こ
と
の
可
能
な
 
 
 

か
ぎ
り
の
こ
と
が
ら
を
出
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
い
ま
、
可
感
的
な
も
の
を
以
て
し
て
は
、
我
々
の
知
性
i
n
t
e
〓
e
c
t
u
s
 
は
紳
の
 
 
 

本
質
 
e
s
s
e
n
t
i
p
 
を
見
る
ま
で
に
は
達
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
吋
適
的
被
造
物
は
抑
の
＝
小
e
詳
 

c
t
u
s
で
は
あ
る
 
 
 

が
、
し
か
し
そ
の
囚
c
a
u
s
a
 
の
力
に
対
比
せ
ぎ
る
某
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
可
感
的
な
も
の
の
認
識
よ
り
し
て
は
、
抑
の
力
這
今
 
 
 

体
は
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
従
「
て
、
そ
の
木
質
e
s
s
e
n
t
i
a
 
は
比
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
然
し
、
果
は
囲
に
依
存
 
 
 

す
る
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
我
々
は
こ
れ
ら
叫
感
的
な
も
の
よ
り
し
て
、
抑
に
つ
い
て
の
、
そ
れ
が
存
在
す
る
か
と
い
う
こ
と
 
 
 

の
認
識
に
ま
で
事
か
れ
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
り
、
の
み
な
ら
す
、
万
物
の
第
一
原
因
で
あ
り
し
か
も
お
よ
そ
自
ら
に
よ
っ
て
 
 
 

原
因
き
れ
た
一
切
の
も
の
を
超
え
て
い
る
も
の
た
る
か
ぎ
り
に
お
け
る
神
に
必
ず
適
合
せ
ざ
る
を
え
な
い
諸
般
＼
〃
こ
と
が
ら
の
認
 
 
 

識
を
神
に
つ
い
て
持
つ
ま
で
に
導
か
れ
る
こ
と
は
で
き
る
。
か
く
て
孜
々
は
、
神
に
つ
い
て
、
そ
れ
の
鈍
造
物
た
対
す
る
闇
係
 
 
 

訂
b
叶
t
u
d
O
 
を
認
識
す
る
。
つ
ま
り
、
神
が
万
物
山
囚
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
る
。
L
（
『
神
り
人
仝
』
前
掲
ポ
ニ
五
二
I
∴
エ
ペ
1
 
 
 

ジ
、
（
h
ミ
喜
挙
p
a
r
s
・
－
・
q
・
－
山
－
N
 
s
・
〇
p
．
n
i
t
一
｝
S
一
望
）
。
こ
こ
に
、
理
性
と
抑
の
光
に
つ
い
て
の
、
ト
マ
ッ
ハ
と
 

ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
 
 
 

ス
の
径
庭
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
両
者
に
お
け
る
ロ
マ
得
第
二
早
二
十
餌
の
研
削
の
付
近
を
も
も
た
ら
す
。
そ
れ
で
は
、
ロ
 
 
 

マ
書
の
こ
の
箇
所
を
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
は
ど
う
解
釈
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
州
の
、
雄
迅
の
力
と
神
性
と
を
宥
認
き
せ
る
の
は
、
人
 
 
 

冊
の
理
性
で
あ
る
と
す
る
考
え
ガ
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
サ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
が
こ
こ
に
理
性
の
光
の
欠
如
を
語
る
 
 
 

の
は
、
決
し
て
隼
な
る
佐
郡
上
り
串
柄
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
な
お
ケ
ー
ゼ
マ
ン
の
『
U
－
マ
人
へ
の
手
紙
』
八
二
－
八
六
ペ
ー
 
 
 

ジ
参
照
。
 
 

∽
 
ミ
ュ
シ
コ
は
、
中
旺
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
上
に
立
っ
た
正
式
の
戴
冠
式
を
受
け
た
王
で
は
な
い
。
し
か
し
ゲ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
 
 

二
五
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「
〔
ヨ
ハ
ネ
〕
彼
は
総
じ
て
す
べ
て
の
モ
の
巾
で
第
一
の
七
で
あ
り
、
＝
収
も
清
凱
な
者
で
あ
っ
た
。
彼
に
よ
っ
て
新
し
い
屋
の
光
が
 
 

我
が
机
国
の
上
に
輝
い
た
の
で
あ
り
、
彼
に
よ
っ
て
か
く
も
大
き
な
恩
龍
の
泉
が
我
々
S
m
の
低
ま
で
流
れ
卜
つ
た
。
彼
の
n
為
は
裳
 
 

耐
に
お
い
て
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
濃
か
な
内
密
に
お
い
て
市
ば
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
と
い
う
 
 

の
は
、
彼
の
盲
臼
は
疑
い
も
な
く
我
々
り
欠
如
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
H
ハ
実
の
光
の
欠
乏
が
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
か
ら
で
あ
る
。
と
 
 

l
，
・
，
 
 
 

い
う
の
は
、
あ
な
た
が
た
は
、
彼
の
幼
年
時
代
の
七
年
と
い
う
も
の
を
我
々
の
無
知
、
我
々
の
叩
…
り
の
ル
H
い
両
性
以
外
の
何
物
か
で
あ
る
 
 

と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
七
と
い
う
数
〕
十
は
、
多
ノ
＼
の
即
日
か
ら
北
＝
識
性
（
の
表
現
）
 
に
役
立
っ
て
い
る
か
ら
で
 
 

（
㌻
 
 

（
3
）
 
 

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
『
私
は
汝
に
七
度
∬
せ
と
は
．
∵
＝
わ
な
い
。
七
度
S
七
〇
情
と
い
う
』
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
す
べ
て
い
罪
を
、
と
い
う
 
 （4
）
 
 

こ
と
で
あ
る
。
同
様
に
『
七
痩
身
を
洗
え
、
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
物
を
こ
と
こ
し
」
く
洗
い
流
せ
、
そ
う
す
れ
ば
清
ノ
＼
な
る
で
あ
ラ
つ
』
 

（
5
）
 
 

ま
た
ト
ビ
ア
書
に
『
私
は
七
つ
の
聖
招
皿
の
一
つ
、
ラ
フ
ア
ニ
ル
で
あ
る
』
と
あ
る
。
そ
れ
は
す
な
わ
ち
す
べ
て
の
大
化
た
ち
の
う
ち
の
 
 

一
人
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
メ
ス
コ
は
七
年
m
の
幼
隼
的
代
を
通
じ
て
、
我
々
は
我
々
の
頑
な
な
心
の
ま
ま
の
全
生
渾
を
通
 
 

じ
て
臆
聞
に
包
ま
れ
て
い
た
。
七
才
り
終
り
に
メ
ス
コ
に
は
視
力
が
も
ど
り
、
世
の
末
に
至
っ
た
裁
々
に
は
七
柁
の
恩
情
わ
光
が
流
れ
 
 
 

（
6
）
 
 

下
っ
た
。
メ
ス
コ
は
七
人
の
妾
に
よ
っ
て
細
ら
れ
、
我
々
は
七
つ
の
大
罪
に
陥
「
た
。
結
局
メ
ス
コ
は
一
人
∽
女
－
こ
結
ば
れ
、
我
々
は
 
 

一
つ
の
教
会
の
抱
擁
の
坤
で
一
つ
に
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
彼
は
メ
ス
コ
と
呼
ば
れ
た
が
、
そ
れ
は
及
ち
『
狼
狽
』
を
意
味
す
ろ
 
 

（
7
）
 
 

の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
両
親
は
市
の
忠
子
を
見
て
『
狼
狽
』
し
た
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
折
詰
佃
に
次
の
よ
う
に
も
言
わ
れ
て
 
 

い
る
。
す
な
わ
ち
彼
か
ら
我
が
苗
床
の
上
に
霊
旧
な
戦
い
が
始
め
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
に
よ
っ
て
悪
し
き
 
 

平
和
を
破
る
た
め
良
き
戦
い
の
確
が
蒔
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
図
ら
ず
も
祁
晋
菩
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
『
ツ
ィ
タ
1
 
 
 

一
、
、
 
 

／
 
 
 

に
お
い
て
は
、
ピ
ニ
ノ
ス
ト
粥
以
前
の
†
朝
の
建
国
者
グ
ラ
ッ
ク
ス
を
も
王
 
r
e
H
 
と
呼
ん
で
い
ろ
。
従
「
て
こ
こ
で
の
干
の
呼
称
 
 

は
ケ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
な
り
の
独
白
の
制
腰
細
に
立
つ
も
の
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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の
す
べ
て
の
弦
が
鳴
り
響
く
わ
け
で
も
な
く
、
神
秘
の
中
に
置
か
れ
て
い
る
物
が
す
べ
て
神
秘
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
も
の
で
は
な
 
 

（
8
）
 
 

い
』
と
」
。
 
 

、
．
〇
m
n
i
u
ヨ
○
ヨ
已
n
O
 
h
i
c
 
p
r
i
m
t
】
S
 
r
e
望
ヨ
 
f
亡
i
t
 
a
c
 
s
e
r
e
n
i
s
s
i
m
u
s
｝
 
p
e
r
 
q
u
e
m
 
h
u
i
c
 
p
a
t
r
i
a
e
 
n
O
ま
i
旨
a
r
 
s
註
e
r
i
s
 
e
s
t
 
 

i
n
f
亡
S
u
ヨ
ー
p
e
r
 
q
亡
e
m
 
t
a
n
t
a
e
 
f
O
n
S
 
g
岩
｛
i
a
e
 
a
d
 
n
O
S
t
r
i
 
亡
S
宅
e
－
u
t
i
 
a
－
完
○
－
O
S
 
m
a
n
a
ユ
t
．
C
u
i
u
ぴ
g
e
S
t
a
 
n
O
n
 
t
a
ヨ
i
コ
 
 

C
O
ユ
i
n
e
 
s
u
n
｛
d
已
c
i
a
－
q
u
a
m
 
i
e
c
u
n
d
O
 
i
n
t
e
r
i
u
s
 
諾
n
e
r
a
已
a
 
m
竃
t
e
r
i
〇
．
Ⅰ
≡
亡
S
 
e
コ
i
ヨ
C
a
e
C
i
t
P
S
 
n
O
S
t
r
a
 
n
i
n
－
i
r
u
m
 
H
、
l
－
i
t
 
 

p
r
i
毒
t
i
O
、
q
u
O
S
 
諾
r
i
 
【
亡
m
i
n
i
s
 
O
r
b
a
諾
r
a
｛
 
c
a
r
e
n
t
i
a
・
ア
a
m
 
q
u
i
d
 
i
≡
u
s
 
p
u
e
r
≡
a
e
 
s
m
p
t
e
n
n
i
u
m
－
q
u
a
m
 
n
O
S
t
r
a
e
 
 

≡
 
 

i
コ
S
石
i
e
n
t
i
a
e
｝
 
コ
O
S
t
r
i
 
e
r
r
O
r
i
s
 
u
l
】
i
ノ
1
e
r
s
i
t
a
｛
e
m
 
a
e
s
t
i
m
a
b
i
s
4
 
S
e
p
t
e
n
a
r
i
u
s
 
e
コ
i
m
 
O
b
 
m
u
－
t
a
s
 
c
a
u
s
a
s
 
u
n
i
諾
r
S
i
t
a
t
i
 
 

（
巴
 
 

d
e
s
e
r
く
i
t
．
U
n
d
e
A
‥
n
O
n
 
d
i
c
O
｛
i
b
i
 
d
i
m
i
｛
t
e
n
d
i
 
s
e
p
t
i
e
s
－
S
e
d
 
s
e
p
t
u
a
g
i
e
s
 
s
e
p
t
i
e
s
．
》
i
d
 
e
s
t
亡
n
i
ノ
1
e
r
s
a
m
 
t
－
・
a
l
】
S
g
r
e
S
S
i
O
n
e
m
．
 
 

（
巴
 
 

S
i
m
i
≡
e
r
－
《
】
a
ノ
1
e
r
e
 
S
e
p
t
i
e
s
Ⅶ
 
i
d
 
e
s
t
 
u
n
i
諾
r
S
a
－
i
t
e
r
 
d
e
 
u
n
i
ノ
1
e
r
S
i
s
－
e
t
 
m
已
ロ
d
a
b
e
r
i
s
》
．
E
t
 
i
n
↓
O
b
i
a
‥
《
E
g
O
 
S
u
m
 
 

（
ヱ
 
 

R
a
旨
a
芦
 
d
e
 
s
e
p
t
e
m
 
s
p
i
r
i
t
i
b
u
s
亡
コ
亡
S
〉
 
i
d
 
e
s
t
 
d
e
 
u
n
i
完
r
S
叶
t
a
t
e
呂
g
e
－
O
r
u
m
．
∨
∴
≡
e
応
i
t
u
r
 
s
e
p
t
e
m
 
a
n
n
i
s
 
i
已
a
已
i
a
e
〉
 
 

、
．
」
h
 
 

n
O
S
 
u
－
】
i
ノ
1
e
r
S
O
 
n
O
S
t
r
a
e
 
O
b
s
t
i
n
a
t
i
O
n
i
s
 
t
e
m
p
O
r
e
 
C
a
〓
g
a
エ
コ
岩
S
．
H
≡
a
n
n
i
 
f
i
ロ
e
 
S
e
p
｛
i
m
i
 
ま
s
已
S
－
・
e
s
t
i
t
已
t
u
エ
ロ
各
i
s
l
 
i
コ
 
 
 

q
亡
O
S
旨
完
S
 
S
e
C
u
－
O
r
u
m
 
d
e
く
e
け
e
r
u
n
t
〉
 
S
e
p
t
i
f
O
r
m
i
s
 
g
－
－
a
t
i
a
e
－
u
H
 
O
r
i
t
u
r
．
≡
e
 
s
e
又
e
⊇
 
苫
≡
c
i
b
亡
S
 
d
e
t
i
｝
）
e
t
u
二
n
O
S
 
 

（
豊
 
 

g
e
n
e
r
a
ご
r
u
s
 
s
e
p
t
e
⊇
ノ
皇
i
i
s
 
m
a
r
i
t
a
m
u
r
・
U
n
i
c
a
e
≡
e
 
t
a
ロ
d
e
l
コ
 
C
O
苫
－
a
t
u
r
 
e
t
 
n
O
S
 
u
n
i
t
e
r
亡
コ
i
誘
、
i
d
 
e
s
t
 
e
c
c
－
e
s
i
諾
 
 

a
m
p
訂
軋
b
u
s
 
訂
e
d
e
r
a
m
u
r
．
D
i
c
t
u
s
ノ
1
e
3
e
S
t
 
M
e
s
k
a
一
i
d
 
e
s
t
 
t
u
r
b
a
t
i
O
“
雲
i
a
 
c
a
e
c
O
 
n
a
t
O
 
p
a
r
e
n
t
e
S
 
t
u
r
h
a
｛
i
 
s
u
n
t
い
く
e
－
 
 

（
ご
 
 

∃
亘
S
t
i
c
e
〉
 
q
u
i
a
 
a
b
 
i
p
s
O
 
i
n
i
｛
i
a
t
a
ノ
孟
e
n
t
u
r
 
b
e
≡
s
p
i
r
i
t
u
a
－
i
s
 
a
p
u
d
≡
S
 
S
e
m
i
n
a
r
i
a
．
P
e
r
 
i
づ
S
u
m
 
e
n
i
m
 
i
ロ
S
e
m
首
a
｛
u
m
 
 

e
s
｛
b
e
〓
亡
ヨ
b
O
【
岩
m
－
u
｛
r
u
m
p
e
r
e
｛
亡
r
 
p
a
舛
m
a
－
a
．
A
u
t
 
f
つ
r
t
e
－
u
t
 
a
i
t
 
e
v
a
n
g
e
－
i
u
m
‥
n
O
n
 
O
m
コ
e
S
 
C
h
O
r
d
a
e
 
i
n
 
c
i
t
h
a
r
a
 
 

r
e
s
O
冨
n
t
一
n
e
n
一
q
亡
O
t
q
亡
○
｛
i
n
 
m
y
s
t
i
c
i
s
冥
岩
u
n
｛
u
r
．
m
y
s
t
i
c
E
ロ
h
旨
e
n
t
 
i
n
t
e
H
e
c
t
u
m
．
一
）
 
（
云
や
耳
二
．
ド
s
．
3
豊
 
 

‖
 
こ
こ
で
の
「
欠
如
」
。
p
r
i
く
a
t
i
O
‡
と
い
う
言
葉
の
用
法
は
ネ
オ
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
的
な
、
ま
た
ス
コ
ラ
学
的
な
旺
わ
れ
方
で
あ
る
。
 
 

二
七
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二
八
 
 
 

プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
の
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
「
だ
か
ら
∧
欠
如
∨
は
「
那
善
で
有
る
」
と
い
う
こ
と
を
苦
味
し
て
 
 

い
る
の
で
あ
る
が
、
全
く
の
欠
如
は
∧
悪
∨
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
L
 
（
『
エ
ネ
ア
デ
ス
』
第
一
論
文
整
、
第
八
論
文
〔
『
世
界
 
 

の
ポ
著
、
プ
ロ
テ
ィ
ノ
ス
』
、
二
〇
三
ペ
ー
ジ
〕
）
。
ト
マ
ス
・
ア
キ
ナ
ス
に
お
い
て
は
、
「
と
こ
ろ
で
、
も
り
が
再
認
識
的
た
 
 

る
の
は
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
も
の
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
悪
の
存
在
は
ま
さ
し
く
善
の
欠
如
 
 

p
r
i
昌
（
i
O
た
る
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
詣
々
の
善
を
認
漉
す
る
と
い
う
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
「
一
て
、
神
は
ま
た
諸
々
の
 
 

悪
を
も
認
識
す
る
」
（
『
神
学
大
空
』
第
一
邦
第
十
四
川
十
一
項
、
前
親
書
第
二
巻
三
九
ペ
ー
ジ
。
S
i
n
 
a
u
t
e
2
 
e
S
t
 
C
C
g
｝
岩
S
・
 
 

c
i
b
i
訂
u
n
u
ヨ
q
u
O
d
q
t
一
e
一
S
e
C
u
一
己
u
ヨ
q
u
O
d
 
e
s
t
一
じ
邑
e
∴
u
m
 
b
O
C
 
S
i
t
 
e
s
s
e
コ
l
a
〓
－
q
u
O
（
【
e
s
t
号
㌻
已
町
も
ど
草
p
e
r
ぎ
c
 
 

i
p
s
u
m
 
l
呂
O
d
 
D
苫
S
 
n
O
g
n
O
S
n
i
t
 
b
C
l
｝
ヂ
C
O
g
ヨ
S
C
i
t
 
e
t
i
a
∃
l
コ
a
－
a
．
3
 
（
建
言
§
岩
∴
〕
．
－
q
■
忘
．
P
 
H
 
O
ワ
C
i
t
．
u
 
s
．
票
）
。
ト
 
 

マ
ス
に
お
い
て
は
さ
ら
に
鳥
ハ
休
杓
に
、
欠
如
と
祖
先
と
に
つ
い
て
の
直
撲
的
な
っ
・
＝
及
が
み
ら
れ
る
。
「
例
え
ば
、
点
や
一
は
、
量
 
 

的
な
も
の
の
梶
沼
と
し
て
、
．
遥
と
い
う
瑚
に
還
元
さ
れ
る
し
、
盲
目
な
ど
の
欠
如
 
℃
r
i
一
生
ど
も
す
べ
て
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
所
 
 

有
皆
の
屈
す
る
と
こ
ろ
の
用
に
還
元
さ
れ
る
 
（
『
神
学
大
柴
』
 
第
一
郡
m
三
関
五
項
、
前
掲
無
＝
研
一
芥
六
五
ペ
ー
ジ
）
．
．
A
〓
O
 
 

n
l
O
d
O
－
ウ
e
r
 
r
e
d
u
c
t
訂
n
e
ヨ
〉
 
S
i
c
⊂
t
 
p
r
i
n
c
i
p
i
a
 
e
t
 
号
叫
言
、
叫
案
内
h
‥
s
i
c
t
－
t
 
p
音
n
t
u
S
 
e
t
 
u
ロ
i
t
崇
 
r
乱
宍
仁
n
t
亡
r
註
g
e
喜
S
 
 

q
u
a
n
t
i
t
a
t
i
s
〉
 
S
i
c
u
t
 
p
r
i
n
c
i
p
i
a
‥
c
a
e
c
i
t
a
s
 
a
u
t
e
m
l
 
e
t
 
0
1
日
n
i
s
 
¶
ユ
＜
a
t
i
O
〉
－
・
乳
u
c
i
t
宅
 
a
d
 
g
e
n
u
s
 
s
u
i
 
h
a
】
〕
i
t
宏
．
。
 
 

（
仇
記
ヨ
≡
チ
p
・
－
・
q
．
㌍
a
・
u
・
〇
ワ
C
i
t
．
〉
S
．
－
∽
）
。
「
存
在
と
い
う
こ
と
は
、
お
よ
そ
如
‖
な
る
意
味
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、
な
 
 

ん
ら
か
の
形
相
に
即
し
て
の
存
れ
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
令
に
お
け
る
、
も
の
の
存
在
に
従
っ
て
、
そ
の
形
相
に
応
 
 

じ
た
格
調
、
稽
、
動
向
が
見
出
き
れ
る
。
…
＝
・
悪
と
は
、
こ
う
し
た
特
定
の
存
在
を
尊
い
欠
如
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
 
 

て
、
例
え
ば
、
盲
目
は
祝
琵
の
存
在
を
摩
っ
て
い
る
 
（
p
r
i
昌
t
）
」
 
（
『
神
学
大
全
』
第
一
部
第
五
間
五
現
、
前
根
来
＝
第
一
巻
、
一
 
 

〇
八
ペ
ー
ジ
）
、
．
へ
q
u
O
d
〓
T
e
t
 
e
s
s
e
 
e
s
t
 
s
e
c
u
n
d
u
ヨ
 
ど
r
m
a
m
 
a
ご
q
u
a
m
‥
t
l
n
d
e
 
s
c
c
u
n
d
u
m
 
q
u
O
d
】
i
b
e
t
 
c
s
s
e
 
r
e
i
、
 
 

n
O
n
S
e
q
u
u
n
t
u
r
 
i
p
s
a
m
 
m
O
d
u
s
〉
 
S
p
e
C
i
e
s
 
e
t
 
O
r
d
〇
．
‥
‥
‥
H
占
a
ど
n
】
 
a
u
t
e
m
 
p
r
i
く
即
t
 
q
u
O
d
a
B
 
e
S
S
e
｝
 
S
i
c
u
t
 
c
a
c
c
i
t
誘
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p
r
i
責
t
 
e
S
S
e
 
ノ
計
u
s
∴
－
（
h
～
§
毒
b
一
p
．
ト
q
．
い
a
．
の
ー
O
p
．
C
i
t
．
一
S
．
N
0
0
）
。
ゲ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
は
こ
こ
で
「
欠
如
」
を
「
視
先
の
 
 
 

欠
如
」
と
い
う
意
味
と
「
善
の
欠
如
す
な
わ
ち
悠
」
と
い
う
意
味
と
の
双
方
に
掛
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 
 

刷
 
こ
の
よ
う
な
数
の
神
秘
的
研
削
わ
巾
た
、
キ
ュ
ル
、
ビ
ス
は
ネ
オ
プ
 

ラ
ト
ニ
ズ
ム
の
影
棚
叫
を
み
て
い
る
。
 
 

川
 
『
新
約
頼
蒜
H
』
 
マ
タ
イ
伝
、
第
十
八
蔀
二
十
二
節
「
香
わ
れ
『
七
度
ま
で
』
と
は
言
わ
ず
『
七
怯
を
七
十
倍
に
す
る
ま
で
』
と
 
 
 

言
う
な
り
」
（
前
観
音
、
三
八
ペ
ー
ジ
）
．
豪
n
i
t
≡
こ
e
s
u
s
ロ
O
n
 
d
i
c
C
 
t
i
b
i
 
u
s
雲
e
 
S
e
p
t
i
e
S
 
S
e
d
宏
〔
苫
e
 
S
e
ユ
u
a
g
i
e
s
 
s
e
ヱ
i
e
s
－
】
 
 
 

（
ヨ
h
、
笥
訂
∴
・
N
 
s
・
㌫
Ⅵ
e
。
古
代
教
父
の
注
解
に
わ
い
て
も
、
た
と
え
ば
ア
ウ
グ
ス
チ
ヌ
ス
の
汗
昭
に
お
い
て
「
七
は
す
べ
て
 
 
 

の
数
と
し
て
数
え
ら
れ
る
」
と
き
れ
て
い
る
。
ミ
S
e
ユ
e
ヨ
a
u
t
e
m
∽
○
】
e
t
 
p
r
C
 
t
O
｛
O
 
n
O
コ
コ
u
｛
a
r
i
㌧
（
S
・
T
ど
m
a
e
 
A
q
亡
i
忘
t
ざ
 
 
 

C
き
蓋
：
蔚
≡
計
 
（
ぎ
き
葛
 
h
ぎ
意
ミ
ざ
 
】
き
r
㌃
三
－
－
諾
い
．
s
．
N
㌶
．
）
。
 
 

－
 

あ 

か
み
r
L
と
こ
J
ば
 

正
缶
 
 

用
 
『
旧
約
聖
班
L
l
』
列
玉
紀
櫓
下
、
第
五
ぶ
十
四
節
「
是
に
お
い
て
ナ
ア
マ
ン
下
り
ゆ
き
て
神
の
人
の
エ
バ
の
ご
と
く
に
七
た
び
ヨ
ル
 
 

ヽ
∵
J
 
 
 

を
、
し
九
ご
広
く
r
と
 
 
 

に
く
も
と
 
 
 

み
あ
ら
 
 
 

ダ
ン
に
身
を
洗
ひ
し
に
そ
の
内
木
に
か
へ
り
嬰
児
の
肉
の
如
く
な
り
て
清
く
な
り
ぬ
」
（
前
掲
書
、
六
八
四
ペ
ー
ジ
）
ミ
d
e
s
c
e
n
n
i
t
 
 
 

e
t
－
a
ま
t
 
i
n
 
I
C
r
d
a
n
e
 
s
e
ウ
t
i
e
s
 
i
已
ま
a
 
s
e
r
m
O
n
e
m
ノ
ユ
r
i
 
D
e
i
 
e
t
 
r
e
s
t
i
｛
ま
a
 
e
s
t
 
c
ロ
り
O
 
e
i
u
s
 
s
i
c
u
t
 
c
a
r
O
 
M
岩
e
r
i
 
p
a
コ
1
u
H
 
 
 

e
t
 
m
u
邑
a
t
u
s
 
e
s
t
G
 
（
マ
ミ
g
已
や
 
t
・
｝
s
・
誓
ヱ
。
 
 

付
 
『
m
約
外
典
L
ト
ビ
ト
音
第
十
二
巻
十
五
節
「
わ
た
し
は
七
人
の
大
枚
の
一
人
、
ラ
フ
7
エ
ル
で
す
」
 
（
『
m
吾
郎
列
仙
ハ
伯
山
ハ
』
 
 
 

Ⅰ
、
教
文
銅
、
一
九
ハ
ニ
年
、
二
四
二
ペ
ー
ジ
）
．
逼
g
O
 
e
n
i
m
 
s
ロ
m
 
R
a
首
h
c
】
a
コ
g
e
｝
u
s
亡
n
u
S
 
e
H
S
e
ヱ
e
芦
一
｝
 
（
て
已
慧
～
屯
｛
・
 
 
 

r
 
s
．
の
0
0
0
0
）
。
 
 

・
 
 

く
ん
小
い
 

す
ゑ
 

糊
 
『
新
約
聖
書
』
コ
リ
、
ノ
ト
前
書
、
第
十
草
十
一
節
「
末
の
世
に
遭
へ
る
我
ら
の
訓
戒
の
た
め
に
録
さ
れ
た
り
」
（
前
掲
書
、
三
四
 
 
 

七
ペ
ー
ジ
）
．
ぎ
r
i
p
t
a
 
s
u
n
t
 
a
u
t
e
m
a
d
 
c
O
r
r
e
p
t
i
O
n
e
m
 
n
O
S
t
r
a
m
i
n
q
u
O
S
ュ
n
e
S
 
S
a
e
C
u
－
O
r
u
ヨ
d
e
く
e
－
忘
r
u
n
｛
㌧
二
て
ミ
g
ミ
鶏
 
 
 

t
．
ド
s
．
｝
ヨ
ヱ
。
な
お
こ
こ
で
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
は
「
理
性
の
光
」
と
対
応
さ
せ
て
「
恩
m
の
光
」
と
い
う
言
摂
を
使
っ
て
い
る
 
 
 

け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
ト
マ
ス
に
お
い
て
「
自
然
的
理
性
の
光
」
と
の
関
係
に
お
い
て
理
解
き
れ
る
べ
き
重
要
な
言
菓
と
な
っ
て
い
 
 

二
九
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ミ
ニ
シ
コ
に
つ
い
て
の
サ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
・
カ
ド
ゥ
ペ
ッ
ク
の
い
根
述
四
谷
が
「
旧
名
の
サ
ル
咋
代
‥
鳥
山
の
そ
れ
し
」
ほ
ほ
司
な
り
あ
う
も
 
 

の
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
ラ
つ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
げ
′
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
山
物
1
…
が
か
も
し
出
す
パ
」
＝
脚
気
ほ
 
 

『
．
階
名
の
ガ
ル
咋
代
記
』
の
そ
れ
と
い
さ
き
か
趣
を
舛
に
し
て
い
る
ー
「
で
つ
に
〓
心
わ
れ
る
。
 
 
 

ま
ず
＝
一
批
初
に
両
圧
代
記
の
相
違
点
せ
ホ
す
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
、
、
エ
シ
コ
の
百
日
に
つ
い
て
の
描
き
〃
で
あ
る
。
『
瞑
名
り
 
 

ガ
ル
咋
代
記
』
は
、
ミ
ュ
シ
コ
り
盲
目
を
一
つ
の
埼
吏
．
と
し
て
封
＝
き
記
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
だ
が
げ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
ミ
 
 

ュ
ン
コ
の
幼
児
拙
七
年
仙
の
盲
H
と
い
う
事
は
述
べ
な
が
ら
も
、
崗
時
に
そ
れ
は
ミ
ュ
シ
コ
に
お
け
る
理
性
（
ラ
テ
ィ
オ
）
の
光
㌻
m
e
n
 
 

r
a
t
い
0
コ
i
s
の
セ
失
を
意
味
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
を
も
紹
介
し
、
付
し
ろ
こ
の
僻
机
に
重
点
を
障
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
 
 

る
。
こ
こ
に
は
、
あ
る
椎
史
的
事
実
は
、
あ
る
隠
さ
れ
た
秘
舛
の
▲
意
味
の
象
根
と
し
て
捉
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
ヅ
ィ
ン
セ
 
 

ン
テ
ィ
り
見
地
が
現
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
…
心
わ
れ
る
。
そ
れ
で
は
き
ら
に
ミ
ュ
ン
コ
に
お
け
る
理
牲
の
光
い
再
失
と
は
阜
‥
体
的
に
何
を
指
 
 

す
の
で
あ
ろ
う
か
。
ゲ
イ
ン
セ
ン
チ
ィ
は
、
こ
こ
で
ミ
ュ
シ
コ
が
七
人
の
拝
ら
な
妻
を
掛
っ
．
「
∵
」
と
に
触
れ
、
理
性
の
光
の
裏
黒
ば
、
 

ミ
 
 

ュ
シ
コ
の
非
倫
理
的
琴
覧
に
起
因
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。
次
い
で
盲
目
に
つ
い
て
の
こ
の
よ
う
な
描
き
方
わ
ら
が
い
は
、
ま
た
ミ
ュ
 
 

シ
コ
の
開
服
に
つ
い
て
の
描
き
方
の
相
異
を
も
も
た
ら
す
。
 
 
 

三
〇
 
 

る
。
「
知
性
の
自
然
的
光
は
恩
寵
に
よ
る
光
の
注
入
に
よ
っ
て
強
め
ら
れ
る
」
 
（
『
神
学
大
全
』
第
一
部
十
二
間
十
三
項
、
前
掲
 
 
 

書
、
二
五
六
ペ
ー
ジ
）
 
ご
h
4
a
岩
e
t
ご
m
e
n
 
呂
t
u
r
a
－
e
 
i
ロ
t
e
H
e
c
t
仁
S
 
C
O
n
f
O
r
t
a
t
u
】
・
p
e
r
 
i
已
u
s
i
O
n
e
ヨ
ー
u
－
T
ュ
n
i
s
 
g
r
ま
u
i
t
i
㌧
。
 
 
 

（
誓
言
芸
革
p
．
－
．
q
．
－
N
一
a
．
｝
u
．
O
p
．
C
i
t
．
∴
肌
．
の
N
）
。
 
 

∽
 
前
草
の
ミ
ュ
シ
コ
の
名
前
の
㍍
裾
学
的
圭
‥
及
を
参
照
。
 
 

佃
 
こ
ぃ
部
分
の
仙
ハ
拠
に
つ
い
て
キ
ュ
ル
ビ
ス
は
、
黙
小
文
字
か
福
 
け
部
の
い
．
圧
即
か
で
あ
ろ
う
し
」
那
ハ
心
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
今
〓
 
 
 

ま
で
そ
れ
は
確
定
さ
れ
て
い
な
い
・
 
 



ミュシコニ跡こついて  

『
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
に
お
い
て
は
、
な
ぜ
ミ
ェ
シ
コ
に
開
眼
と
い
う
奇
跡
が
訪
れ
た
か
と
い
う
問
い
は
欠
絆
し
て
い
る
。
ピ
ア
ス
 
 

ト
に
二
人
の
旅
人
が
訪
れ
た
時
の
J
う
に
、
今
度
の
神
の
奇
跡
も
人
閏
に
は
推
し
景
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
 
 

る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
「
い
っ
に
い
誰
が
神
の
位
大
な
業
を
即
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
ま
た
誰
が
神
の
閃
嵩
心
キ
敵
え
て
貯
翳
す
る
 
 

こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
 
（
『
医
者
の
ガ
ル
年
代
記
』
第
一
巻
二
苛
』
）
。
そ
れ
に
対
し
て
ケ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
の
場
∧
＝
は
、
机
阻
は
ミ
ェ
シ
 
 

コ
の
側
で
の
倫
理
的
態
度
の
変
化
、
す
な
わ
ち
七
人
の
妻
を
遠
ざ
け
、
一
人
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
女
と
結
婚
す
る
と
い
う
行
為
に
結
び
つ
 
 

け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
ミ
ュ
シ
コ
の
行
為
に
応
え
て
神
が
与
え
た
恩
恵
こ
そ
関
根
と
い
う
市
抑
な
の
で
あ
ろ
。
こ
こ
で
は
神
の
一
方
的
 

な
 
 

恩
恵
下
賜
が
開
眼
の
原
因
し
」
な
る
の
で
は
な
く
、
ミ
ェ
シ
コ
の
仰
の
伶
即
的
態
度
の
登
化
が
祁
の
関
心
更
に
俺
〓
し
て
い
な
け
ブ
1
ば
な
ら
な
 
 

い
の
で
あ
る
。
 
 
 

従
っ
て
『
匿
名
の
ゾ
ル
圧
代
記
』
に
わ
い
て
は
、
川
根
は
、
将
来
の
ポ
ー
ラ
ン
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
化
を
頃
小
し
て
い
ろ
け
れ
ど
も
 
（
「
ル
．
≠
 
 

が
開
か
れ
て
」
）
 
∵
精
根
そ
れ
自
体
と
ミ
ェ
シ
コ
の
結
蠣
・
洗
礼
と
は
一
応
独
立
の
川
来
車
L
」
し
て
叙
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
げ
ィ
ン
 
 

セ
ン
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
開
服
と
ド
ン
ブ
ル
フ
カ
と
の
結
婚
＝
洗
址
は
一
つ
の
閑
果
関
係
の
あ
る
封
件
と
し
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
 
 
 

さ
ら
に
ヴ
ィ
ン
セ
ン
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
ミ
ュ
シ
コ
の
盲
H
は
「
欠
如
」
写
i
イ
a
t
i
O
を
意
味
し
て
い
る
と
伸
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
七
」
 
 

と
い
う
数
字
が
常
昆
を
意
味
し
て
い
る
と
し
た
上
で
ミ
ェ
シ
コ
の
「
七
年
の
市
目
」
は
「
我
々
の
無
知
i
｝
】
S
i
r
、
i
e
ヨ
｛
i
a
、
誹
り
の
習
吊
畔
」
 
 

で
あ
る
と
し
、
他
方
「
開
眼
」
は
ミ
エ
ン
コ
に
「
視
力
」
を
と
り
も
ど
さ
せ
、
我
々
に
は
「
七
符
の
恩
履
」
を
与
え
た
と
す
る
。
ま
た
 
 

「
盲
目
」
は
、
ミ
ュ
シ
コ
の
七
人
の
妻
へ
り
桝
菓
を
蔦
味
し
、
ま
た
同
睦
に
「
我
々
」
が
「
七
つ
の
大
雄
」
に
陥
二
し
い
た
こ
と
を
意
味
 
 

す
る
と
さ
れ
る
。
「
欠
如
」
と
い
う
語
が
ネ
オ
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
、
ま
た
ス
コ
ラ
学
の
用
い
万
と
し
て
は
「
茸
の
欠
如
」
す
な
わ
ち
想
を
意
 
 

味
し
て
い
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
無
知
、
誤
り
の
普
遍
性
」
 
「
七
つ
の
大
罪
」
は
悪
そ
の
も
の
を
ぷ
咤
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ヴ
ィ
 
 

ン
セ
ン
テ
ィ
に
お
い
て
は
こ
う
し
て
「
酉
」
は
悪
の
象
徴
と
し
て
、
ま
た
反
愉
頑
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。
 
 
 

『
匿
名
の
ガ
ル
咋
代
記
』
と
ゲ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
の
年
代
記
の
悶
に
は
一
〇
〇
年
の
雅
史
の
経
過
が
横
た
わ
っ
て
い
ろ
。
こ
の
一
〇
〇
咋
 
 

三
一
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三
二
 
 
 

は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
推
史
に
と
っ
て
仙
を
意
味
し
た
の
か
、
今
日
そ
れ
を
捉
え
る
に
足
る
資
料
は
板
め
て
少
な
い
。
し
か
し
こ
の
二
つ
の
咋
 
 

代
記
の
比
較
を
通
し
て
、
同
一
の
素
材
に
対
す
る
異
な
っ
た
描
き
方
の
巾
に
一
〇
〇
坪
の
推
桜
の
意
味
を
捕
っ
て
み
る
こ
と
は
で
き
る
で
 
 

あ
ろ
う
。
 
 
 

「
匿
名
の
ガ
ル
年
代
記
』
に
お
い
て
は
、
ビ
ヮ
ノ
ス
ト
の
子
シ
ュ
モ
サ
ィ
ッ
ト
の
棉
力
は
直
揉
神
か
ら
の
州
心
点
と
し
て
与
付
さ
れ
て
い
る
。
 
 

権
力
者
の
カ
リ
ス
マ
的
能
力
で
な
く
、
異
教
従
で
あ
り
な
が
ら
も
貧
し
い
農
民
の
や
さ
し
い
持
て
成
し
の
真
情
に
神
は
報
い
た
と
さ
れ
て
 
 

い
る
。
ミ
ュ
シ
コ
に
闇
す
る
叙
述
に
お
い
て
も
、
ミ
ュ
シ
コ
の
闘
恨
の
状
況
捕
り
の
中
に
は
異
教
の
風
俗
・
習
肌
が
意
識
的
に
描
か
れ
、
 
 

ミ
ェ
シ
コ
は
異
教
徒
わ
中
で
異
教
征
の
ま
ま
神
の
恩
氾
と
し
て
肌
服
の
わ
跡
を
体
験
す
ろ
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
サ
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
 
 

の
叙
述
は
ミ
ュ
シ
コ
の
異
教
性
を
悪
、
無
知
 
i
コ
S
i
p
i
化
コ
S
、
多
作
、
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
耳
規
か
ら
す
る
比
倫
理
的
な
側
面
に
わ
い
 
 

て
と
ら
え
、
従
っ
て
鋸
眼
は
、
ミ
ェ
シ
コ
の
倫
理
的
態
度
の
架
更
＝
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
攻
再
ポ
を
毅
御
す
る
奇
跡
で
あ
「
た
と
拙
い
て
い
る
。
 
 

こ
こ
に
権
力
正
「
化
の
論
理
の
一
つ
の
推
移
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
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∵
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